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表1　昭和62年度生活保護基準の改定
（1級‡也一1）

第　覗　次
（61年4月1日）

築　43　次
（62年4月1鴎

摘　　　要
第　42　次

〔61年4月旧）

第　43　次
（62年4月田1

摘　　　要

1生活扶助基準等 （参考）

【基準生活費1 隙準3人世帯基雛朗 被服坪常柑 8，400 8，400

111居宅11類＋2類1
　　標準3人世帯

御期末一・・助扶助費

　　居　　宅

　　収　　容
　【収容保誕基準】

　　円
126，977

11，660

　4，180

　　円
129，136

11，780

　4，220

／ili！翻 新生児の寝具等

入院時の寝巻

丙1時失禁者等布おむつ

　　　　　紙むむつ
家具II器

　一般基準

34，DDO

3，00D

12，000

1S，DDD

23，000

34，000

3，000

12，000

18，000

23，000

m救護施設 51，590 52，360 特別基準 38，000 38，000

（21更生施設 54，650 55，47D 11”入早準備金

【加算等】 小学校 32，100 32，500

111妊産を枷罪 中学校 37，100 37，600

妊娠6ヵ月未満 ，830 7，850 2教育扶助基嫌 円 円 ◎基準額のほか，

妊嬢5ヵ月以L 11，810 11，85D 小学校 1，710 1，740 学校給食費、通

産　　　　　姪 7，250 7，280 中学校 3400 3，440 学のための交逓
121老齢力lr算 費、クラブ括動

70歳以 1二の者 に要する用具照

嘱　　　宅） 15，300 151350
等については実

（入院・入所） 14，600 14，600 費支給

68歳以 ヒ70歳未満の病 ◎学級費等につい
弱者 ては待別基準に

1居　　　宅1 11，500 11，510 より小学生3DD
〔入院　人所1 11，000 ll，000 円、中学生400

131母子加算 円以内の額を一
（居　　　宅） 19，goo ！9，96D 般基準に上横み
（入院・入所） 19，000 19，000 して支給

児童が2人の場合に加

える額

災寄時の学用品費の再支給

　小学校
円以内
8，80D

円以内
8，900

◎就学奨励法によ

　る再支給と同額
（居　　　宅） 1，590 1，590 中学校 17，700 17，900

（入院・入所1 1，520 1，520

児童が3人以上1人を

増すごとに加える額 3住宅扶助基準
1居　　　宅1 80D 800 lP家賃・間代等 9，0DD 9，000

〔入院・人所1 760 760 121住宅維持費

141障害者力”算 一般基準 85，000 85，000

隅聖階級裏α級・2級） 持別基準 115，000 115，000

（居　　　宅） 23，000 23，030 4医療扶助基攣
一 一

◎国民健康保険及
（人院・入所） 21，90D 21，900 ぴ老人保健の診

略畢灘級褒（3級） 療方針・診療報
（居　　　宅） 15，300 15，350 酬の例による
（人院・入所） 14，600 14，600 5，出産扶助基準

重度障害者加算 11，250 ll，550 一般基準
重度障害者宏族介謹科 6，660 9，250 施設分娩 90，000 105，000

円以内 円以内
居宅分娩 95，000 115，0DD

重度障害者他人介護料 37，べ00 38，200 聾別幕準 100，000 125，000

円 円
衛生材料費 3，000 3，000

㈲在宅患者加算 11，370 11，4DO 6、生業扶助基準

㈲放射線障審拗”算 ω生　業　費 3D，000 30，00D

負傷又は疾病の状態に （21技能修得黄 30，000 30，000

ある者 34，100 34，90D 131就職支度費 2D，000 20，000

負傷又は疾病の状態に 7、葬祭扶助基準

繊当しなくなった者 17，050 17，450 大　　人 ll3，OOO 119，000

の児童葵育加算 ＊5，000 5，00D ＊61，lo一 小　　人 90，400 95，200

181人工栄養費
10r200

10，230

第2子目・・2，50D円

死体運搬料
　　円
13，500

　　円
13，500

働人院患者日用品費
円以内
19，800

円以内
19，86D

8．勤労控除等

ql基　鍵　控　除
円以内
27，280

円以内
27，550

1励一時扶助費 121特　別　控　除 124，100 125，300

布　団　類　新規 18，400 18，400 ㈹新規就労控除 8，000 8，000

再生 11，100 11，100 暢未成年者然除 10，200 lO，200

災害時被服費 夏季　冬季 夏季　冬季 ⑤不安定就労控除 4，DOO 4，000

4～9月　10～3月 4、9月　m一銅 161突　費　控　除 実　費 案　費 ◎社会保険科，組

2人fll帯まで 1（

LOO25，200 14、5DO　25，000 合費、通勤費等

4人世帯まで 2650042，600 27，4DO44，000 m検診命令の文書料 3，0σ0 3，000

5人世帯
34

20053、80じ 35，300　55，700

5人世帯以11人を

嬬 壷ごとに 5，20D　7、1DO 5，300　7、700
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としる養しのる般高準　め以引帯
とてこ所て消骸高い額なて下き以
し前と要低費　齢水は苑いと続上
荏年等量位支六者準六　盗しきの
　度をがに出十世と十六　てそ多
　に勘加あは五帯な～十　適の人
　引案齢る六歳のつ六五　正引数
　き㎏と実十以消て十歳　な上世
　続　と態四上費お四以　水げ帯
　き当もや歳の実倹歳上　準率に一
　据面に日以第態　のの　のをつ友
　えの下本下一を巖者第　確標い
　置措つ人に類み近に一　保準て四
　く置ての比相ての比類　に世嬉人
　ことい栄較当み一べ基　努帯　世

表2　世帯人員別改定率 （単位：％）

1人 2人 3人　4人 5人 6人

枝級地の1 2．2 1．9 1，7　！．6 1．5 玉．5

枝級地の2 2．1 1．8 ！．6　1．5 1．4 1．4

資た遇少弾上定準唆は人は準帯と
　と充人力回率三　一世二全のお
　こ寒数性倹一人い・帯・体生倹
　　に置に　・世ず九の二の活ろ配帯乏家七帯れ％改彩改扶一
　で慮のし計％のもで定　定助人
　あし処いのを改標あ率二率基世

う率生年の八障　事にな九けり
こに活度意年害そ例み灸七る’以
とよ扶と見十者のはた　七標表上
とつ助同具二加飽表最な円準5の
しくて基撰申月算　 4低茜か世の改
　O準　をのに老の生　ら帯志定
姦圭笙讐郷艦簾耀蹉
機％類者え社て算り障類万準一付
関の対に　会嬉　で水型九額級つ
ま引応つ昭福母あ準別一は地た
た上物い和祉昭子るの　三十 こ

はげ価て六審和加　具級六二1と
社を上嬉十議五算　体地円万にに
会行昇　一会十　　的別と六およ

表3　標準3人世帯

　　　（33歳男、29歳女、4歳子）
61

年　度 62
年　　度

上級地 上 129，136円　（1．7％）

1級地 126，977円
1級地一2 129，009円　（1．6％）

2級地一1 ll7，519円　（1．7％）

2級地 115，555円

2級地一2 U7，404円　（1．6％）

3級地一1 ！05，904円　（1．7％）

3級地 104，134円

3級地一2 105，800円　（1．6％）

（注）　　（　）は改定率である。

でと中つ　に場Oて用同　②円三二つ物学　と価同？特算　し一に福
きし学いな引令円基品構教　に万五い価準なし上構　別おま粍年係祉
るて校て幾き　か準費　育教引七〇て上備お粍昇　固需よた　度る施
は一四嫉　上三ら額等教挟育き一〇は昇金’　率生定要び’　に加設
カミ般○　学げ四一をの育助扶上○円三分に生　に活的の人在　引算に
　基Q月級る〇七小支費基助げ○艇万をつ活　よ扶で内工宅　きに入
学準円額費こ〇四学出の準基る円　二考い扶　つ助あ容栄患　続つ院
校にを小等と円○校額値に準こか中一慮て助　て基るが養者　きいま
給上限学のとか円のの上つ　とら学○し娃基　引準こ明費加　据てた
食積度校学しらに場実りい　と三校○て　準　き第と確に算　えはは
費みに三校純三’負態おて　し万に円’入の　上一かでつ　　置’ス
　し特0納　四中　をよは　な七つか小学う　げ類らあい妊　く昭所
準て別O付　四学一考び’　　六いら学用綾　る対従りて産　こ和す
教支基円金　0校七慮通従　　○て三校品　　こ応来’娃婦　と六る
科給準　に　円の一し学来　　Oは万にの入　と物とか　加　と十者

五人○て対葬　上かそるに病　四上帯基六用市合等え・　肉い様通書
二の円嫉応祭まげらの輝対院出　げの準十さごにが置間住　魚実学（
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護活用養の他水　に種得　　　　るか年と二除和導比ド度意年　㈲た
ををしく義たあ準生つ々税生　 二こら間望万の六入例し鰻見十勤
行営　務めらと活い議・活課　と十の　七限十な方て　具二労勤
うなそやにゆは保て論住保税生と二控ま五度二ど式控稼申月控労
場めれ他活る異護ふが民護最活し万除た五額年のの除働をの除控

表4　世帯類型別の最低生活保障水準 重度障害者を含む2人世帯

一 標　準　3　人　世　帯 6磯女，2磯男唾度障害卸

33歳男膓纐、29歳女／就殉、4歳弄 1級地一 1級地22級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

1級地一】 1級地2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一z
世帯当たり

最低生活費
152．83 152・7571

旨　14a，65

玉43，59 130，50き 130，439

ll購当たり

最低生活費
161，D76 160，g49 148，489 143，374 131，204 131，至OO 生活扶助

　第1類

　第2類

【oo，oσ

63．69

36，311

99，927

63，650

36，267

91，004

57，g60

33，044

90．94

57．94

33．00

82，003

52，230

29，773

81 939

52，200

29，739
生活扶助

　第1類

第2類

129，136

98，760

40，376

129，009

88，580

40，329

n7、519

8ひ，770

36，749

U7，404

呂D，710

36，694

105，904

72，790

33，114

lD5，800

72，720

33，080
障害者
り［1　耳〔

重度障笹
者力rl算

前度騨諸
京族介，邸

23．03

11，550

9，250

23．03

11．55

騨
25

22、B50

11，550

9，250

22．85

11．55

9．25

22，700

H，550

9，250

22，700

i1，550

9，250

付宅扶助

勤労控除

9，000

22，蜘

9，ooo

22，940

9，000

21，970

9，000

2】，970

5，000

20，300

5，000

20，300

／～耐　1　笥2類には，冬季加算（W区〕の額の年平均1×豊）額を含めている。

　　2勤労控除額は、就労収八月類1級地96、OOOF耳1、2級地88，20a円、

　　　3級地81，脚円とした場合の表示である。

住宅扶助 9，ooo 9．00 9，000 9．00 5，0σD 5，000

曲第2類には・冬翻期区）噸研平均鴎）羅鋤て1翫

夫　　畠lF

ゴ　2　人　世　帯 老　八　2　人　世　帯
35歳男㈱丙）、 3曝女徽朔，9歳 』・Fデ生1、4歳子

72歳男、6磯女
1級地一1 1級地 2級地一1 徽地一 3級地一1 3級地一2

1級地一1 1級地一2 2級地1 2級地一2 3級地1 3級地一2
世帯当たり

fr砥蟹識
196．66 196．51 18L，035 180．90 160，7D7 160，563 世帯当たり

最低生活費
121，661 121，517 112，794 112，75D 99，893 99，859

生活扶助

　靖1類

第2類

162．98

119．01

些3，97

162．83

118．go

43．g3

148，315

108．30

40，Dl5

L4s，igl

lO8，2亘

39．98

133，667

97．60

36，067

133，523

97，500

36，σ23

生活扶助

第1類
　第2類

97，311

61，000

36，311

97，267

61，000

36，267

88，564

55，520

33，044

88，52D

55，52ひ

33，DOO

79，793

50，02D

29，773

79，759

50，020

29，739

教育扶助

a宅扶助

勤労控除

1，740

9，000

22，9釦

1．74

9．00

22．94

1，7填0

9，ooo

21，970

1．74

9．00

21．97

1，740

5，ひoo

20，300

1，740

5，000

20，300

老齢加算 15，350 15，350 ／5 23a
15，230 15，100 15，100

住宅扶助 9，000 9，ooo 9，0DO 9，000 5，000 5，000

1酎　同
1・

〔注隔2類には洛季加算／l図卿の秤均／×孟1灘舗て㌧・る．

母　子　　3　人　世　帯 老　人　　1　人　世　帯

30歳女、9歳／ ・学生1、4歳r
70　歳　　女

1級地一1 1級地2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3紐地一2
i級地1 1級地一2 12級地一1 2級地一 3級地一1 3級地一2

1ヒ1帯当たり

lr垂低’隔費
158，485 158，361 1弼，963 146，849 131、痙02 131，288 世帯当たり

最低生活費
87，477 87，尋43 81，685 81，651 71，863 71，839

生活扶助

　第t類

　笛2類

126 195

85，820

40，375

126，071

95，740

40，331

114，842

78，IOO

36，743

u4、729

78，030

36，699

103 492

7013呂0

33，112

103，37S

70，310

33，06呂

生活扶助

第1類
第2類

63，127

30，500

32，627

63，093

30，5ひ

32，593

57，455

27，760

29，695

57，421

27，760

29，661

51，763

25，010

26，753

51，739

25，010

26，729
母子加算 2E，550 21，550 21，380 21，390 21170 21170

教育扶助

ll．宅扶助

1，740

9，000

1 740

9，000

1740

9，口oo

1，740

9，0DD

1，740

5，0ひo

1740

5，000

老齢加1算 15 350
15．35 15，230 15，230 15，100 15，IOO

住宅扶助 9 0DD
9．00 9，000 9，000 5，ooo 5，ooo

表4　世帯類型別の最低生活保障水準

／～耐　1　笥2類には，冬季加算（W区〕の額の年平均1×豊）額を含めている。

　2勤労控除額は、就労収八月類1級地96、OOOF耳1、2級地88，20a円、

　　3級地81，300円とした場合の表示である。 1注1第2類には、冬季加算1、1区）の額の年平均1×是）額を含めて・る。

〔注隔2類には洛季加算／l図卿の年平均／×孟1灘舗ている．

1注1第2類「凋冬勃lr算1、II肋割 萌1陶×缶）糀鋤て・る。　　1ず…．1第2類［；は、冬翻算〔脚卿の∫！一平均／×謡頁を鋤ている口
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しあが扶と住な　えを喰の制　定居てと利カミ　め無闘非り低　応構基
てるい助を宅強こな論　趣上し型住認さ息　こたを所課な限一し嘆準
もこるに比扶　のΩず両旨のた的地めれ等妻のも判得税喰嫉友て　娃
い骸場つ較助生よ　る脅や課がに域らるのなたの断の所　　　設居
わ　合いすの活う　こを仕税つ定等れこ相ど鮫で阪み得税資所定住楓

翻題響漫讐瀟齢律齢謬報窪霜蛎膿鋳幕

表5　課税最低限と生活扶助基準の比較（夫婦子2人〉

課税最低限 生活保護基準（注2〉 参 考

年
（注1） （参考1 C／A C／B

所得税　A 生活扶助C 生活、住宅、 D／A D／B
住民税　B 教育、期末D

円 円 円 円 ％ ％ ％ ％

55 2，Gl5，000 1，757，000 1，460，560 1，623，060 72．5 83．1 80．5 92．4

56
2，015，000 1，885，000 1，586，660 1，753，430 78．7 84．2 87．0 93．0

57 2，015，000 1，885，000 1，694，520 1，864，510 84．1 89．9 92．5 98．9

58 2，075，DOO 2，000，000 1，767，360 1，938，920 85．2 88．4 93．4 96．9

59
2，357，00Q 2，021，000 1，822，330 1，995，240 77．3 go．2 84．7 98．7

60
2，357，000 2，135，000 1，875，200 2，049，470 79．6 87．8 87．0 96．0

61
2，357，000 2♪135，000 L915，510 2，090，610 81．3 89．7 88．7 97．9

62
2，615，000 一

1，947，930 2，123，840 74．5 一 81．2 一

（注1）　住民税は非課税限度額で表示している。また、課税べ一スは前年所得であることから、課税べ一スと

　　なる前年の欄に記入して比較している。
（注2）　1級地 1の夫婦予2人ftl＝帯（35歳男、30歳女、9歳子、4歳子〉の暦｛1・額である。（米価補正を含み、

　　臨時措置一時金は除く。）

課給
税付
とが
さ行
れわ
てれ
いて
るお
こり
と’
　こ
まの
荏分
　は
住非

い宅
が扶
必助
要嫉
な

場借
合家
の借
み間
給で
付家
さ賃
れの
る支
も払

る課税す活三嬬　き準額般たて殴十あ保税特け割入嫉　べとか括の
水税のる保十　いてとは　め低　六つ護最鰻たがの　しきす昏しで
準限課と護歳夫ずいな生非の所毎年て基低　方課者生かでる　てあ
と度税表基家婦れ喬る活課一得年度住準暇昭がさに活㎏あ生す扱唆
な額最5準　子に　よ保税定者度以民額カミ和望れ娃保　る活べう
つは低のと九二し　う護限の層単降税よ　五まる　護他と扶てこ標
て生限と課歳人て　な基度非の年　にり昭十しこ例基方考助のと準
い活まお税モ世も
喬保たり最　帯
　護はで低四⊇現

借準額課税度そつも和六いとえ準’え基被は的
置をを税負限のい下五年とは屡額実ら準保適な
が下設措担り所て回十度考で　程際れの護切も
講回定置にの得嬉つ五住えき住度問資み世での
じら㎏　配措割　た年民らる民以題　と帯なと
らな　す慮置に昭この税れだ税下と　比をいし
れいそなすとつ和と生のるけ所のし　較対こて
て水のわるしい五も活課　避得収て　す象と一
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常い分もりの帯
にる離の擬を分説
満もをで制一離V
たの行あ的定は
さでうるにの’
れは時越別要本
てな点　世件来
い強のそ帯を同
な　みのと満一
け保に要した世
れ護課件てす帯
ば継せ嫡認場で
な続ら　定合あ

中れ駐すにる　く9入定変陵き力q
もて帯る限も匿解）念を更　なを

るて護
が保法
’護に
法をお
第行い
十うて
条こ嬬
たと
だを世
し原帯
書則を

　　　　　　　　　　も喬　るがも
　　　　　　　世一の　改こ行虞第
的行決当いえ保帯　　にな正とわ　45
にう定該場ら護分世つ塑のと襖保次
明こを者合れを離帯い　概な　護生
文と行をにず要の分て字要つ四の活
化と2同嬬分し見離は句嫉な月実保
しすた一　離な直の省の　　一施護
厘る上世世要いし取略整次　日要基
　こで帯帯件：とを　　し理の　か領準（と要と分のし行扱たにと らのの
⑭に件認離確たうい　0とお　適一改
第つの定を認者に　　　どり　用部正
1い再す解がの当　　　まで　さ改と
のて認る除で協た　　　るあ　れ正と

と単　の方題正　でてが1スた帯お　さ五うの世生世　ら
ノ位生でにがなこあい確スも者分いしれ月必検帯活帯従な
てと活あよあ運の為る認にあの離てかた号要討分ののつい
いし保資り俊用よ　事でつる収に　しいrがを離状構ても

実　のう
施今確な
要回保取
領　と扱
の次いい
改のうは
正よ観’
をう点制
行なか度
う考らの
もえ問適

耀以織隷賜疑従穀瞥壇蝉奎駈講酢
保1上　はで要匿あ　るつもいたら性てれき　五荏行実こ
護のの　解な件帯倹世かてのると保のいを嫉解条　う施れ
を9考　除くにに　帯ど　でとき護原資行　除の保権機に

一
　
　
』

区

β1

駆　匿　■

マ

冒
一
一

四聯
▼

♂

写

救の
助支災一
法給害
に基時被
よ準に服
る限お費
基度けの
準題る金
錘猫額
じい類改
てて・正
引’被
き災服
上害類

ら険問す継なあつ　検の法法　分保の再保除のが届再た協
れ　題る続ケろてこ討手第第な離護提度護し実行出三者力
た世で被さヨう犠のす続六二わのの出世の当施えが届のに
Q帯あ保せスと　よるき十十　見要を帯変該機なな出収よ
　分る護るを思事うこを二七指直否求分更者関いさを入Q
　離の者のそわ務なと経条条示し判め離決を嬬よれ求等
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5ぞ七九てい準　 ＿れ6の　るや扶いじ由う来　たにの　くのげ
のれ○○　る題災二なの適こもり助るたにべ経なもよ支災解＠た
（6）引00小就に害　　け趣用ののく基も場よき常おのる給害　）こ

き円田学学つ時教れ旨に志とり準の合り費的’で基隈時説
上を巣校奨い等育ばに当つ考ののでに臨用最一あ準度に〉
げ一の励ての扶な十たな冗幅改あ対時に低時資に題お

第に一円に行支正　運通時き活　ら要外麟を救被
6そ万を準つ給　　　用達扶　て費生れがので　　行助服
のれ七八じて基　　　さ第助　いの活て生事賄本　つ法類

と

⑤
第6
の2
の

（5）

の

ア

別表霊　出産扶助費限度額算定表（施設分べんの場合）

基　準　額（62年度）

甲表病院　　　乙表診療所

（特2類看護）　　（基準なし）

基　　準　　額　　分 105，000円（特別基準125，000円）

入
　
　
院
　
　
料
　
　
　
分

入院時医学管理料 419点 195点

室　　　　　　料
123 123

基準寝具加算
14

一

病衣貸与加算
5

皿

看　　　護　　　料
118 88

基　　準　看　護
291

一

新生児介補料
291 50

給　　　食　　　料 134 134

基準給食加算
44

㎜

小　　　　計　（A） 1，439
590

8　日分入院料 115，120円 47，200円

衛　生　材　料　費 3，000円 3，00G円

合計
一　般　基　準 223，120円 155，200円

特　別　基　準 243，120円 175，200円

別表2　基準看護の種類別看護関係加算点数

承認要件 基準看護関係加算点数
基準看護 看護婦 （1日当り1

の種類 入院患者 基準看
護加算

新生児介
補料加算

計

特2類 1　：2．5 291点 291点 582点

特1類 1：3
221

22上 442

1 1　：4
128 128 256

2
l　l5

74 50 124

3
1　16

41 50 91

未承認 1　：一
50 50

（注）看護料の額は、別途算定される。

由険助
診給料
療付等
でのの
あ対費
る象用
たとに
酸はつ
　ない
そらて

ず寝　く②きを円五円場
全分解第上一以○以合出四
く医べ　6げ二内○内九産
の療ん説のた万候O瞑万扶出
自保介V6こ五　円　円助産

のζ0同以居以基扶
（D（O特内宅内準助

　、引円○万Oの

やこし定の実　でじ得のるがの
むとて日引態本年ななすと生額
をがいの上に年々いいべいじも
得でた急げ対度そよカミてうて地
なき施変を応にのう　を生い域
いな設に行さお改所現力活灸
事くにようせい善要実バ保　施
情なおりとるてを額の1護最設
についあとたも図を出す制低に
よたてらもめ　つ確産る度生よ
俊場分か巣一出て保にこに活り
　合べじ　般産きす支とおを大
一等んめ出基費鷹る障はい保き
般真す予産準用　方のでて障な
基にる定予額の　向生きそす差

乙四二のの　て嫉に居慮べに準
表万二出甲こ差　や宅しんつに
診三万産表れし従む分て介いよ
療一三扶病に享来をべ所助てり
所二一助院よえど得ん要料もが
の〇二のにqなおなのの等　た

1黙離総懇謙
　準特　入ば　基情お行用設の
一春別一院特　準がいつのに特
般護基般し二　をあてた実お別

響餐購馨離蝶羅
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と四葉　あか同お基資し’受産年取産V
嫉条　明つら様ら本産た当けを十得取
　に今確花みに國的にこ該る取二に得
売規回な　て保　な替と世に得月よに

　①いての法困変の産産つてり嬉　（1）〈荏容に機各
活なは指の窮わ世がをい保r不解用法い従摘趣者つ帯固取て護不六動不　　をいか道嗣
一第の来が旨とての定得はを動十産動説　整てら府

却定
ます
たる
はr
貸資
付産
代の

取こ適護こ経わ曝帯至しにるよ
扱の切すれ済つ　がつた会保る
い問をるを事た単新たこ計護生
を題欠こ他情だにたケと検に活
示にくとのはけ流な1に査つ困
しつ一墜生何で動不スよ院い窮
ていと　活らそ資動につよて

　　　　　　　表度個七一
等つ関都今五参額々万五

　　　　　そ
理すの県実の
しで質・施他
問に疑指要
答個の定領
形々多都の
式にか市改
に回つお正
よ答たよと
りしもびは
示たの実別
し内等施に

照をに五万
）認は二五
　定そ〇二
　すのOO
　る範円○
　こ囲が円
　と内隈
　とで度特
　な必額別
　幾要と基
　　最な準
　（少りで
　別限’一

　　　　　　　⑤　　　　　　　　 ②

っ供えう購かば　の力もに盤ら窮てし　るめ低れ灸保にるか維資る金
てし取努入つ明と居がつ努と保にい生従こに限て　有実方っ持産こを
生て得力しくてらこ住行て力し有陥た活つと役度いすを効が処のがと最
活いしを　いねるをわrしてしつ餌費天一立のるな認が生分た現を低
のたた怠生るにカミ認れ生て利てた　を　をて生一わめあ活す韓実原限
維と不つ活者生　めて活い用いもや得あ指る活と養てが維るにに則度

離藝鞍懸難蓉撰雛鰯羅爺講撫難
上居に保てにをでと沢産鱒の手で行・該蔭とる自保れ度力雌
にこ住建す不陥購あし向　自を　く努段あわ向資がこ場立有ての　持
努れの　る動る入資て上居立生従生力をるれ上産活ろ合のしお生rに

誓甦講繍そ鍵雛糠餐碑叢嬰離瓢嘱註

がなと給し　るの基たし今あめににないで’よして三
当がすしてそと一づ場た回喬てゼ娃かて減rいて嫉条
該桑べた当のき部く合場　　いロ　つ　免自取返　の

＿②　　①方還当六し償　たどこ施にあどるこ助る　　（2）にのを
行　をし　ををた十て金そと減と機なるの越と長に法の　留よ新以い
うし返冥原示免つ三受をここ免で関つか範　とを当第決法意う設上る
こか還　則し除て条給受でろを安のてに囲従し考た六定第さなしのと
真し額支と荏すそにし領　で認易中いつま来て慮つ十　六れケた考は

世　き保該骨のま返等食災
帯①で護資子基た還に　害
ののあ金力嫉本は額お年等
自取る晶を　的全のけ金に
立扱この限　な部決るをよ
をいζ全度　考の定法遡る
著を　額と　え返に第及補

る円消たそす立扱還当返
事決費このる助い額該環
例定済と基の長とを世額
がをみか準が一な決帯を
見行と呉が適とつ定の決
らうい　明当してす………定
れなう実確でている立す

十たtもえ言
三いスの方え
条
に

基
づ
く
返
還
額

Pにでかな
つあらい
いり￥も
て’新の
嬬今たで

　後にあ
＋’問る
分こ答

し定に当六で
花もよた十あれた物らよくをなし
　考るつ三ゑな額品れりと認場く
　え返天条　いは等た当蔓め合阻
　ら還　になこ自の題該　てに害
　れを事基おち立購　世浪差はす

る行情づ￥
一わにく以
旨せよ返前
のなつ環示
問いて額し
答とはのた
はす’決r
廃る同定法
止決条に第

更入保帯費し’る
生の有以し支一・と
のたが外たえ定・認
範め容の題なの・め
囲に認た　い範・ら
にあさめ贈朗囲・れ
はてれに与　でる
含らなあ等少減よ
まれいてにな免う
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負倹助
担　費ま
金昭はオく
の和六
約六〇予
五士九算

擁叢
占の円る
め生とと
’活な’
ほ保つ医
ぽ護て療
横費お扶

Q喬つ昭年医ン同こ　いお対はる　とと護生営
　　て和度療ポをの医て倹前増骸昭おこ関主に昭
　特お六に扶は示聞療も　年加　和りろ係管つ和
　鰻険十五助遅し被扶続減度し被五でで係課い六
　　　年八人くて保助い少三て保十ああ長長て十
　外年度・員　い護人て傾万き護年資る会会は二

者増六で合護’全つ
の加三あ嫉人そ体い
伸し・つ　員のとて
びて六た昭に減同み
がき％も和占少様る
著てとの五めのの共
しいなが十るテ傾

来毎に二の被る人員い向八た人以
患には％割保が員に灸はOが員降

が入れ者中の
な院ら全毒う現
い治の体等ち在
等療患ので”
のの者約入精医
た必の六院神療
め要な割し分扶
にはかをて裂助
やなに占い病を
むい嬢めるや受
をカ！　て者アけ
え必いがルて
ず帰ず為入コい
入来し　院1る
院先もこ患ル者
　表1

社ア
会ル精
復コ神
帰1障のル害
促中者
進毒お
　者よ
　のぴ

六〇’はの
十〇穴五保
一人十十護
年減年九動
度少度度向
にしにまを
おてはでみ

カ！議議’年
　にお本度
そおよ年の
のいび三医
概て全月療
要示国の扶
はさ生全助
次れ活國の
のた保民運

努次療　いな実イ制　傷の　ば
めの扶こゑ運施卜度こ病七保い
る事助の
こ項のた
とに運め
と留営’
す意に昭
喬㎏あ和
　　た六
　適つ十
　正て二
　な嬬年
　運　度
　営特の
　にに医

被保護人員・医療扶助人員の年次推移

営をは全のに割護状
は図極体よよがの態
重るめにうる世開に
要うて占なも帯始あ
なえ高め現の主理灸
課でくる状とあ由
題医’医かなるを
と療制療昏ついみ
な扶度扶　てはる
つ助の助生い世と
ての適の活ゑ帯’
き適正ウ保　員全
て正な工護　の体

実 数 指 数 1璽　療

生活保1護 医 療　扶　助 人　員 生活保穫
1籔　療 扶　助 人　員 扶助串

実人員A 総数B 入院C 入院外D 実人黛A一 総数B「 入院C「 入院外D「 B／A

人 人 人 人 ％ ％ ％ ％ ％

50年度 1，349，230 785，084 196，932 588，153 100．0 100．0 100．0 100．0 58．2
51

1β58β16 793，458 195，876 597，582 100．7 101．1 99．5 101．6 58．4
52　戸 1，393，128 818，654

1997390 619，264 103．3 104．3 10上．2 105．3 58．8
5呂　’ 1，428，261 846，814 200，949 645，865 io5．9 107．9 102．0 109．8 59．3
54　’ 1，430，488 854，509 199，270 655，240 106．0 108．8 101．2 111．4 59．7
55　戸 1，426，984 856，245 197，418 658，827 105．8 109．1 100．2 112．0 60．0
56　’ 1，439，226 870，019 197，148 672，871 106．7 110．δ ／0（｝．1 114．4 60．5
57　’ 1，457，383 885，051 196，451 688，599 108．0 112．7 99．8 ll7．1 60．7
58　’ 1，468，245 897，102 196，580 700，5Z2 108．8 ll4．3 99．8 ll9．1 61．i
59　’ 1，469，457 911，7S8 196，181 715竪607 108．9 116．1 99　6 121．7 62．0
60　戸 1．431Jl7 909，5δ1 191，439

718pl42
106．1 115．9 97．2 122．1 63．6

資孝斗，厚生省幸艮告f列

表2　被保護世帯・医療扶助世帯の年次推移

実 数 指 数

B／A
被保護世帯A 医療扶助世帯B 被保硬世帯A 医療扶助liI．帯B

世帯 世帯 廿1’帯 世帯 ％

50　年　　度 707，514 57呂Fsl3 ユD（｝、o 」ODpO 81．1
51

709，613 576，329 ／00．3 100．5 81　2
52

723，587 590，809 102．3 103．0 81．7
53

739，244 607，510 104．5 105．9 δ2．2

54 744P841 612，682 1（〕5．3 106．8 82．3
55

746，997 615，147 1（15．6 1〔）7．3 82．3
56

756，726 624，703 1D7．0 108．9 82．6
57 770，388 638，413 108．9 111．3 82．9
58

782，265 649，718 110．6 113．3 83．1
59 789，602 658，903 111．6 lM．9 83．d
60 780，507 652，262 】10．3 113．7 83．6

資料1厚生省報告例
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含るかてた
め意ら嬬’
た見精　精
精具神昨神
神申障年障
衛が害七害
生な者貝者
法さの　の
改劃社公社
正　会衆会
案こ復衛復
がの帰生帰
今内に審に

容関議つ　たをR関実実
をす会いまQ積　　等績績六

極各関を評十
鞄地係参価二
に域機養や年
推の関に他麿
進特とRのに
離の保欝
よ応連健府て
うじ携所県も
おたを　（
願取と医市過
い組り療）去
しみつ機のの

ゑ所都事十と帰害福ててコ員
　に道務四こ促者祉一い1会こ
　お府所都ろ進及事をるルのの
　い県で道でモび務踏者中報た
　て（　府あデア所まの毒告頃

藍李類暴藪饗融

　さ福は十度し者護年進を及営
　れ祉二三にて社精度に受び検
　て事十福はい会神かつ給ア討
　い務九祉四る復障らいしル委

る年帰碩を
　のを　継
　懸促こ続
　案進れし
　事すらて
　項るのい
璽雛薯

　つ医害も
　と療者み
　な扶のら
　つ助社れ
　ての会る
　い長復た

表3　入院・入院外別医療扶助人員の年次推移

入　　　　　　　　　　院 入　　　　院　　　　外

計 精　神 結　核 その他 計 精　神 結　核 その他

実
　
　
　
　
　
　
　
数

40年度
45

50

55

56

57

58

59

60

　　　人

148，921

191，103

196，932

197，418

197，148

196，451

196，580

196，181

191，439

　　　人

64，517

95，459

111，961

116，595

115，829

115，609

115，620

113，959

109，278

　　　人

16，876

9，90G

6，532

4，058

3，68工

　　　　　　人

　　　67，528

　　85，744

　　　78，439

　　　76，766

　　　77，638

80，842

80，960

82，222

82，161

　　　人

467β65

510，680

588，153

658，827

672，871

688，599

7（｝0，522

715，607

718，142

　　　人

7，265

12，168

19，275

29，285

31，818

34，939

37，463

39，796

43β32

　　　人

31，656

23，5GO

l8，792

12，891

11，415

　　653

　　663

　　675

　　674

　　　　人

428，444

475，012

550，086

616，650

629，638

660

059

810

809

指
　
　
　
　
　
数

0
　
　
門
D
　
　
O
　
　
5
　
　
6
　
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
0

4
　
　
4
　
　
5
　
　
5
　
　
5
　
　
5
　
　
5
　
　
6
　
　
6

100．0

128．3

132．2

132．6

132．4

131．9

132．0

131．7

128．6

100．D

148．0

173．5

180．7

179．5

179．2

179．2

176．6

169．4

100．0

58．7

38．7

24．D

21．8

　　100．0

　　127．0

　　116，2

　　113．7

　　115，0

95．8

95．9

97．4

97．3

lGO．0

109．3

125．8

141．0

144．0

147．3

149．9

153．1

153．7

100．0

167．5

265．3

403．1

438．0

480．9

515．7

547．8

596．4

100．0

74．2

59．4

40．7

36．1

　　100，0

　　110，9

　　128．4

　　143．9

　　147．0

142．1

144．1

146．9

146．7

構
　
成
　
比
　
（
％
V

0
　
　
5
　
　
0
　
　
門
D
　
　
6
　
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
0

4
　
　
4
　
　
5
　
　
門
D
　
　
門
D
　
　
5
　
　
5
　
　
r
D
　
　
6

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

43．3

50．0

56．9

59．1

58．8

58．8

58．8

58．1

57．1

11．3

5．2

3．3

2．0

1．8

　　　45．3

　　　44，9

　　　39，8

　　　38．9

　　　39．4

41．2

41．2

41．9

42．9

1GO．O

lOO．0

工OO．0

1DD．0

100．G

100．0

100．0

100．0

100．0

1．6

2．4

3．3

4．4

4．7

5．1

5．3

5．6

6．0

6．8

4．6

3．2

2．0

1．7

　　91，7

　　93，0

　　93．5

　　93．6

　　93．6

94．9

94．7

94．4

94．0

資料：厚生省報告例
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承護ゆ度護い付較　ろ審正に犠こたのな　た握に
認をるとのわ看的通で査を準　と給必給付給し其医
期行cし承ゆ護安知あの行じ昨が付要付添付た　療
間う要た認るを定の魚強いて年必に性を看をう患扶
を場件こ期b認し主　 化

延合のく間要めてな
長お患　嬉件たい内
すよ者③　のこる容
るびに寝原患柔患犠
場b玄寸オこ貝目者　 者

合要しき二に②に①
虞件一り週対手対病
　患人等間す術し状
そ者付いをる後三が
のの看わ限看等人比

　　　　　　　　　　　　　　看
　　　十要つお行護行え者助実護

嚢鯵舞謡醗施韓
旨付態健　分者にてが者実に　　の
通添等康こなの舳重の態運　適
知看の保れ審病要実を営正し護大険に査状付そで情的す　　な
た給幅の関をに添のあに確る
と付な改し行応看適る応にた
この改正てうじ護正Pじ把め

てじ神俊国
い対衛　会
る応生生に
　策法活提
　を改保出
　検正護さ
　討をにれ
　し踏おて
　てまいい
　いえてる
　く　’はと
　こ必’こ
　と要ころ
　とにので
　し応精あ

　’要学務ケ等な
各今領・を1改観
都年を医遂ス善点
道度作療行ワ対か
府中成知し1策ら
県にし識て力検’
（通て等い『討現
市知いをくが委伍
）する盛た現員
にるとりめ場会医

予こ込にでに療　必医卜隣発ら患力に
定ろん必円お扶こ要学点　揮ケ者1嫉医
ででだ要滑い助のでお検病す1のが　療
ああ指なにて運よあよ等状るス主福何扶
資り導辱業　営う灸びに調こに治祉よ助

医つ査と対医事りを
療い　 がし等務も適
知て生重てと所現正
識娃活要十連の場に
を　指で分携嘱の実
持あ導あなを託ケ施
つる　逢指と医『す
こ程レ　導りおスる
と度セそ力なよワた
がのプのをがび1め

的

実ケ
施1
　ス
　指
　導
　の
　効
　果

い実年　地者要給理
資施度こにの否付庄
　にもれ調病意のを
　積引ら査塗見要明
　極き改を　書否ら
　的続正行看にのか
　にきのう護よ決に
　取適趣このる定す
　組正旨と実だにる
　むなを等態けあこ
　こ看踏でにでたと
　と護まあつなつ’
　と給え灸いくて④
　し付　て　昼看
　ての今　実患　護

友

民
間
血
液
銀
行
で
は

漸

敬

獲体おと年つ保こ六　　　　す見て用し倹最
　とよなにてさと年わ　 一る直い語な　近医
　な研qないれかにが⑭　　こしなのく従の療
　つ　　る曳るら民国　 制　とをいなな来医扶
　て日以ζ血始間の預度と行もかっの学助
　　本来　と液めの血血等　し縦のでて制・運
　献赤　ここのら血液制の純　等現い摩医営
　　　　　　　　　　　　　四に在る　療要

導の方が昭が　を　　　し
が三公祉和売当設昭
図者共会三血時置和
らが団問十に　す二
れ一体題九よ確る十

月つほも技技領
一いとの術術に

　　聞　は者場現　除したに助なさ普至替液定売
医　答さ従に合蕉なしためお運つ劃及倹わをの皿
療ωのら来対が　わた者にけ営て　と　つ預者が
扶　15鰻のすあ輸　もを一る要い今献こてつll自
助結問　まるる血rの含般r領喬日血のいて本粛
運核（26）こま移のの供でむ血供第　での預つ運人さ
営治をれと送でた血あ）液血5しは組血な用を襖
要療全にし費　め者為」“鋸者のたす織制　す含

第係削応
7　除し
の　 して
2　た’
の　 。課
（1）　　長

領関面対なのこに一
支の生に
給よ血つ
のうをい
取な求て
扱供め嬉
い血る

の行（9がで化度昭るむr
（に特のつににも和制II預
　血定（2〉て存よ献四度の血
）液のの　在つ血十）た制
書を患ア医して思九一め度
を預者の療な廃想年にに（
削託のGう扶く止のに切血特

豪

鷺

伊

＝
一

＝　＝

塁
嘔　r

一
　
≡
■
　
　
▼

ダ

ワ

てえ医お
積嬬療い
極　知て
的研識も
に修の
地会重ケ
区等要1
担を性ス
当開をワ
員催認1
のす識ク
医る㎏に
療な　お
知どたけ
識しとる

た向
Q上
　の
　た
　め
　の
　方
　策
　を
　工
　夫
　検
　副
　さ
　れ
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　　　　　　　　　　　次こてにた容作し4
　　モ　喫　　・《　　天のれいよ越す業粍軽ま
て容　お　つお　つ所　規になり　る療　快艦
一す別け別いけ別いに別定付い現そた法軽病
　る紙る紙てる紙てお紙も随こ在のめ患快床医
　患第安第一作第一け第削しとで後の者病の療
　　　　　　業12　る11除てがはの病そ床取扶者14静15

の弓度号
　r褒r取軽一国
扱快　立
い病　療
に床　養
つに　所
い収　に

療号
法r
の国
実立
施療
方養
針所
にに

軽号す軽そ実結床のは扱助

羅轄難篠奪継韓
雛謡蕩覇醜王舗
謄野葛鰭欝叢螺あ

るいさい正厚核つの
てれてさ生医いイ
もた適れ省療ての
ここ用た告の娃肺
れζ実際示基　結
をに態　第準昭核
削伴がこ二（塑の
監確碁黙塞
た療とは）十年虚
も挟か近が八四脱
の助ら年全年貝療
でに削に面五　法
あお除お改月結に

◇

◇　 ◇

◇

る書れに医いりが菌酸言　　換機療置で表rの
　葉をお療るr無等　葉ら・　え関扶きに現車給医
　をrけ扶よハ理の現がい・⇔た一助換使が馬付療O
　用ハる助うンな医在差病　もあにえわ古賃に扶
　いンr運にセも学で別にrのるおられい一お助r
　てセら・営しンの用嬢的つら・でいいれてたとけ運車
　言ンい・要て病を語　　偏いい・あはててお磯いる営馬
　い病一領い一除等ら・見て」而盗rもいら　うr要一

換一に別ゑとい固い・を嬉に

難蕪羅1・馨
鶏こ離離醤：鍔

交’る國他言車領に
通ここ　の葉馬第つ
費れと他制は一5い
一をかの度ああのて
にrら言でまる9
言交’葉はりい移
い通医にすには送

用
語
の

見
直
し

1磯蕪害

灘雛者
聾購蓮編旅

霧萎鰹行
馨麓匙ガ
鱗lllイ

縛繍ド

度ラの社
’ム47会
障と校織
害教の祉
者貝学を
鮎寅校専
冥習案門
け　．内に
人実簿学
れ習　。ぶ
等の内入

　　　短社
　　　期会
　　　大福
　　　学祉
　　　　・系
　　　専大
　　　躾
　　　箋季

　　　　一灘綾番を
譲騨羅学
琴無欝ぶ
蘇藤雛人
ε灘拳　　の

総臨に

社
A
試
福
祉

羅北璽ひ
馨蕩激色
馨蠕皐り
要　代親
器皐1籍廉
訳定箇oo円る鷹

重我と響婚庭でて家
な国490等に等あい庭
資のにひよのるるの
料ひ及とる家　。か形
ととふり養庭本　’態
なり文親育適書こが
胤親献尿権暇はれ近
　家解庭や　　北は年
　庭題に子10米世著
　問を関ど代の界し
　題付すもの　’的く
　へしるへ親父な変
　のた論の　『了傾貌
　貴　。文影踏家向し

工鱗只豊’90

騰讐年
雛綾代
聯繍の
灘懲英
鑓齢訳集国

書攣　社
書無究　△
嘆欝定倉酋
議難福
搬甑祉

〒100奪重区千纒矯醗　鋲会福焚全国社会福祉協議会出版部　籍．駿llll錫
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　れを動い号和方
昭てふ向る厚三針生
和いまやカ！生十等活
六喬え保　省五の保
十　た護こ社年実護
二　指運の会四施法
年　導営ほ局月要施
度監上か長七綱行
の　査当各通日に事
指　方面年知社つ務
導　針す度に発い監
監　がる毎示第て査
査定諸にさ二はの
方め間保れ二’基
針　 ら題護て○昭本

翻纏雛一婁
査間面の唇に握事
とに接適にお護項
きお相正つけのを
めい談実いる相以
細てか施て調談下
かのらを　 査 ’説
な受保確　と申明
指給護保　助請す
導要開す　　モ　・る

舗灘羅開が十のめ　 導始

　　鰻会二護
　　　局十指昭
◇　三長三導和
指月通日監六
　　四知付査十

嚢1鞭1
方開1八いお

誤羅馨
重たと省三活
点全も社月保

にびカ！て国
つ指　そ課
い導それ長
て監のぞ会
説査方れ議
明に針指’
すあ設示全
喬た定し国
　つのた係
　て背と長
　の景こ会
　留とろ議
　意概でに
　点要あお
　等及るい

ら年例明つみ課段昏のらの骸共要帯最

国
瞬

∫

＝

　一一
一

’上
一
一
一

▲

のの請橿受歴す鰻るよな豊他①もあ事資護そ1省融
覆翻雑艶相彗鎌篇雛蝿噸翁1禁撒

襟齢鑑離繋講雅霧撃誌羅嬬課
生義施裁給等　記と応なが経す嫉　務多か刀等。
別務策定資の病録もずい単験る　　所くる　保且。。

l　　　　　l
l　　　　　　e

l溝灘謹

1　鱗　　　10　　　　　　　　　01
0　　　　　　　　　0

l　在　　ll　　ム　　　
l

o　　コ；　　　　o
l　福　　　l
l　祉　　l
l　施　　　l
l　設　　　l
l　　g　　　ll　福　　　l
l　祉　　　l
l　手　　　l
l　当　　　l
l　－　　　

l

　　　　　　　　　旨

　　　　　　　　　旨

　　　　　　　　　旨

　　　　　　　　　旨

　　　　　　　　　5

　　　　　　　．＿．』
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　す一底睾に該関に告稼　うま重等とに入嬉資棲命問申喬び扶義母

かま廃虞らなスは　強況周保に求　すしケを必検みな用　者職阻由r
う荏止　ずおに真ま力報知護応職就るて1的要討でいし疾一が害に稼
み　の所指正つ剣共に告さ受じ活労こ判ス確に　処者て病のな要稼働
て就措要導当いに　就書せ給速動戴と断診に応主理にいを事い零働能

労稼が傑いもをな　要さ職とこそ場　針事可俊医レの働をれ労わ’疾
時働あ護場か行い就がせ活をとの合　を務否　協セ主し十喬しらr病
問能喬の合かいヶ労ある動十漢能虞　決所等病講プ訴て分　なず就を
　力　停にわ　1又る等状分　力　　定とを状　トのい活　い適労理

織をい通行察及の贋ら等動の態中結と　　　＿よの活にるつ　票犠就
を明てじい等びで　ケの等徹把に果し暴ヘニう除用協場いなが　労

よ措のて賃に専づ受立握請係員す’為’病
つ置申嫉　従念きけ病すが者でべ能を暴等
てを請　威わ指就る院るあ等なき力現力を
は講の所嚇な導労こ又たつかくで不に団理
告ず却要行かを指とは醗たらとな活行の由
発る下の為つ強導を公　場のもい用つ組と
すと又手等た力又命的必令傷　こ者て活す
るとは続を軌にはq医要　病い餐とい動る
等も保き行　行入　療に病をわ　しる等場
　嗅護をつ職い院そ機応状理ゆスて者の合
毅　の経た員　にの関じを由る　保に反で
然ケ停て者に指よ結で複的と暴暴護つ社あ
とr廃　に対導る果検数確す力力をい会つ

ス止保つし指療に診のにる団団適て的て　あ必協合福場暴関生あ　こ
にの護い暴示養基を国把申関組用は行も傷資要議に祉合力等委つこと

なしくは事に団の員たれが
措　都務は組協を場ら重

警潮薫霧顕樗
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不行は正意に等認事都て十がスー対つるを発等み　　　　がへがあし
正政言受の収全め務道い三不に方応いと適見をる不化四必通行為た
受がえ給被入てら所府る条十つでをてと用し積餐正と　　要報わ　態
給強厳に保認のれ間県福を分い　し嫉もした極　受不不ですれな度
防くし対護定収喬の（祉適でて不て　嗅不場的不給正正あるたわで
止要くし者さ入　取指事用あも正い告　正倉に正に受受袴等場　対
対請対てとれをス組定務しつ　受る発篭受に実受対給給　 の合具応

搬鰯嘱鮮雛璽難奪蹴讐餐鞭垂雛疑
ていけ部か大申　し問ら返て務わ務のな返第不の組の策　をや暴ζ
媛るじのら多告年い　れ還　所れ販毅ケ還七正たみ対の　 行か力が
　のめ事も数し金格各る免法のるが然1を十受め状応強　うに行必
就であ例　の厳収差福等除第調ケあたス命八給調況　　　　こ警為要
労　ると不善正入が祉各し六査1るるにず条を査を　　　　と察等で

喬るス額　の
　態にの法対
不度よ返第応
正でっ還七は
受対てを十’
給応は命八不
ケす告ず条正

る発るを受　認な保合必きさ二そか告然等をが保社的鰻出の又るつ収
こすと適給不す診険犠要をら十のか書で挙提必険会確　義通はよいへ
とると用ケ正る断入　が経に七指わをあ証出要会保に雄獅鯛収ゑて
が等もし1受必書院医あて従条示ら提る資さで社検把帯　　入　　年
必の喉不ス給要発給療る保わにに國出輝料せあ等　握の履保申年正金
要毅　正と発が行付機　護なよ従　す　をる有関税す収行護告に確等
で然ケ受し見あの金関なのいるわ正る再添場　係務る入のの書一かす
あた1給て時喬有等のお停場文な当よ三付合ま先関た　徹し提回つぺ

無受協’廃合書いのうにさ犠腫調係較資底お出蟻速て
に給力必止は指場理指わせ　　査機　産をり時　やの
つ手を要を所示合由導たる給収を関雇等図等1モ訪か収
い続得が検要を嬉もしりこ与入行及用のるを　問に入
てにてあ討の行　なた収と証申うび先実と基所調申資
も必生るす手し1法くに入は明告こ生又態とに長査告産
確要命場る続　第　も申当書書と命はをも屈名時すに

履親対特　　　　と織こ力応額　ら方いつを再め俊用要るいい返用】
行にす嗅扶義五し的と1、等の不保法’て提び再　しが場てて還せス
の対る　養務　てにな　に決正護に保厳出か開かたあ合犠嫉を貫に
指す養生義履扶決検く1査つ定受査よ護しさか始R廃喬も　　免　つ
導る育別務行養定討　察い及給行り費くせるす　止　あ国昭除法い

族戸　要立こ判任必て履る理断行の転
へ籍又がて骸所を要を行場虫さつ履出前
のの2あを　に受が行に合もれた行し夫
蒙難響難霧薯膿態鵯窪

咳前髪討所行が護と判扶否あ力扶義

屡蕪墓書蕎趨霧毯璽難
所親・　必申う裁委　立務いな判を務び

ゑさンに

と明て養
錘嚢膳

思挙与回
す証証答
④資明を
必料書行
要を’わ
が添ロせ
あ付！る

　　　　がせに扶町　ら保
せ支あなある調養村扶れ護
る払たお盗等査がに養資が
こ証つ扶にす期居義開

よる待住務
りかでし者
そ福きてが
の祉るお管
促事場検内
進務合　又
を所にあは
図へ嬉る近
る来　程隣
必所実度の
要さ地の市

始
さ
れ
て
い

る
事

例
禁
路
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よ等能いそるてるし指追点前査　　O
つの性るの犠嬉カミ’導加を述指保に　 る一

のカミをつ①基の的護　⇔検て的定の方調イ把
収　文い保礎適確の個　す　に等要法査ン握
入②書て育的正に決々資るこ検曝否が事トさ
申就に法をなな把定の牽必れ討　及講項等れ
告労よ六認事運握実要　要らさケびじにのて
書にり十め項営す施保収がはれ1ケらも作い
は伴指三らでをるに護入あ相てスtれれ成る
原う導条れあ確こ必撹等為談い診スてがをか
則収’にな咳保と要帯の　 ’る断のい生行’
と入指よい　す嫉なに的　申カミ会処るじい⑤
しが示る不本る　事つ確　請　議遇襖な　チ
てあし返動年た生実いな　時等等方　い申工
三るて還産度め活関て把　必でで針⑤よ請ツ
カ場い義等嫉最保係　握　ずあ組の保う時ク
月合る務に　も護を保　　点つ織策護なのポ

◇

指
導
監
査
の
主
眼
事
項
及
び
着
眼
点

主の主監課　わを
なと眼査題以せ確
改お事方を上る認
正り項針ふのよし
点で及がまよう’
はあび策えう指極
次る着定たに導力
の越眼さ昭生す養
と　点れ和活る育
おそのた六保必義
りの内の十護要務
で概容で二運が履
あ要はあ年営あ行
灸及別る度上ゑを
　び表　のの　行

的しくよの虞と指
に　り審　同導ヌ
実関把査日様の
施係握結常で際指
す部し果にあの定
る局たやお資着医

鳥をを所報には対
　図十監酬あぼす
　り分査明た昨る
　効検等細つ年個
　果討に書て度別

　　実にし前さに世の方生　㊧で留で握た嬉養証実力！もの④掌証ご
即二施基た月ら応帯現針活訪　あ意不はに　能明地　　場就　明と
し　　すづ月ま候じの業に実問計喬し可生追確力書調⑤一合労給書に
た個るき間で　た実活沿態調画　て欠活加寒等等査管年の収与等提
指別こ効訪のそ年態動つ等査的　指の保し延のの　内に収入等挙出
導ケ骸果問計の間をのたを活な　導要護麓行年添扶の一入以の証さ

霜鵠栗翻聖篶鍵撃懲購嚢羅憲藤慧

　に　 活　をて立ス個う　世保　が　る確等見者に対てな無切稼⑤
　　　動こ考璽㎏格々た処帯　　必特うなを直の給すいく収塗働給
　　　をれ慮　　付のめ遇の　　要にえ把新し扶与るると入　日与

明虞正スと　停いの世世要届さ要討し行均地の保が分わ同て
と　受にし＠廃場提帯帯件出れしをてう衡域収護見離れ一嬬世　の
重r給対た＿止合出と分のがずな行い必等のへをらしる世　帯導
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導護接対’体事ケ要運がりるケス要係関め方ふ護らてれ人嫉爆
員事相応ケ制務1で営確福こ1等で職係の鎖ま動な組る的　護
と務談す1　未スあを立祉とスにあ員職具　照嘆Q織の判保行
ケ経をるス研経ワる推さ事なワ対るに曇体事　　　的で断護政
1験担必の修験1　進れ務く1す　周が的業福決そにはやのを
ス者当要処等者力とすて所ケカるい知参な計祉定の行な活決円
ワをすが遇にのtくるいと11指わ徹画取再事実たわ額動定滑
1充るあに特場の巣うるしスの導ゆ底し扱　務施めれ　の実に
カて者喬支別合大　冗こて診み方るさて指問所上にて福み施運
1るに　障な嬉半査にと決断の針処れ策針題との嬉い祉にが営
の凝犠さが配　が察おカミ定会対墜遇る定に点し諸　な事よ担す
複　　らな慮事生指い　す議応　困こさつ是て問賀け務つ当る

査生巣いを務活導て組る等に個難と劃い正の題内れ所て者た
察活　よ行処保員も織体に委々ケが　ての運等のばと行のめ生進三
指保面うい理護　重的制諮ねの1必関　た営を保なしわ個に活

組
織
的
な
運
営
智
理
の

推

が点ま指定
’にえ導都昭
実従た監市和
施っ別査本六
上て表嬉庁士

鱗縮露
黒す甥覇
ぼる眼重務都
次こ事点所道
のと項事に府
とと’項対県
おす着をす
りる眼ふる指

ま果　宜嫉で
え及①追　あ
各び一加福喬
福運般し祉
祉営監て事な
事方査差務苑
務針曝し所
所の　支の主
の事前え実眼
保情年な情事
護聴度Qに項
の取の　応
実等監　じ着
施を査　て眼
水踏結　適、点

◇

指醒謝調羅響鯉慧瓢導行受一定の関項い活期が者のは
臣仁　わ診疾医をのと資保化約の約’

墨誓膿難髪こ畿鎚確
に

あ
た

つ

て

の
留
意
事

認医る地を指点璽療聞占荏保
　療力！に得定のを扶もめ　護医推四
審機　近な医主占助年る入費療進

い重’関’墜嬉の中いに精形保
る複複と患　　たでる達神を護
カミ受数な雪真新頓大なし病占人
　診のつのにた　きぐ入患鮫員
③の指て居止に着な　院者　及
看確定い住む①眼比医期のまび

　喬よる陵数
　　うま　で
　　なで少対
医　配のな応
療　慮問くす
扶　を　とる
助　す単もよ
の　 る独　一

適賃謎正　が対験方
実　必応者法
施　要しはを
の　でな慣考
　　あいれ慮

　　こ況カミ要額計し品病付券いくシ最行及申て“否護
　　とは　な全上必費入に等者歩1もわぴ請い　は給
　　とど⑦場額が薯に院よのに行の経れレにる看病付
　　しう施合甕行につ患り芸限困使隣てセ基カミ護状の

報を竺煙事問　でい差を改事更ス監に護的る嫉るの多る対　か監等進
告強　　務題⑤実てし行善務し検査問のに特　都あ額必稜②つ査の
さ化組速所点一施も支う状所て討に題運実別こ道る　票　一効日実運
煙す織やの等般す　え等濁で行教つの営施監れ府福かが少般果程情営
　るをか幹其監る通なの　前う　いな状す査ら県祉？あな監的にに上

葭1灘善聾難響綴蕪盟義寧縦鰻
善巣取　饗者つ　般　よ針監臼）項例事護が返祉都をの福年全す配監点
状　組改幅及て　監こり等査本等え務動あし事市多運祉一福る慮査及況そむ善＋び把査の実の指庁輯所向る行務一数営事回祉こ畷び
をのよさ分当握1錫施事摘又大磯等たう所に担等務膜馳の1呆
確結うせ認該さ　　合し情事は幅ω　虞齢等にあえに所実務　重編護
認果指る識福れ　隔にて聴項福にケー　　重対つて問数施所　点嘆動
すを導たさ祉た　年おも取の祉変1般特保点すてい題がすに　的　向
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導に申
（1）導件｝に第
　のに　　対1

主

繕駕齢騒福 眼

底る開の
　助始相

るの指祉
調受導事

事

毒騨 査給監務
指要査所

項

（7）
16 （5 （4） （5 2 （1

謙 る 的 い 裁 目

自査新
立扉
更項印

規
ま
た
、

カ≧資

　産・顯力1馨
確開る病 也

法
也

さ
れ
て

相
談
・
内

談
申 着

焦に
計も

請
調

関
係

収
入
握前
さの

力
的

施
策

い
る
賓 請

画れ
宙力
は生
’じ

劇
査
に
当
た

先
調
査
等

申
出
口
書
等

れ生
て活
い歴
る（

確
に
舞

活
用
に
つ

かき
指
導
結
果

開
始
罎

必な
要し

つ
て

に
よ

σ）

昨i
カ1職
　歴

さ
れ

い
て

が
面

に
お

によ は つ 出
口 ’の 接 ナ

応う ’て 内 病 稼助 記 る
じな
徴力
収法

申
請
時

羅
さ

容
は

歴
等
）

働雷

難
録調
票査
等指

眼

さカ の れ 十 及 のは に導
れ講 チ て 分 び 活　’ 記等
てじ
いら

エ
ツ

い
る

蜜
査 警 嗣適

切
録の
さ状

るれ
かて

クか
ポ　ロ

さ
れ

義
務

療に
養行

拠況
口し イ 匿 蓄 のわ 所

る ン 題 の 指れ 長
か 卜

等
点
力 馨 導て

がい
等
幹、

の
作
、

藻 の
可

十る
分か

部
職

点

成 さ 能 行　o 員
に れ 性 わ ま
よ て 等 れ で一

り い は て 決

表祉
都　事

碍務
県所

　　　る解曝事で方
　④こ消　 項解策な
別福莞に年が決はお

指
定
都
市
が
行

源

の
自
主
的
内

指部
　点
善検
普
福
裂

努次あが具
め改つ困体監
る善た難的査
よ計福なにの
う画祉事行指
継を事項い摘
続樹務等’事
的立所多当項
にさにく該及
指せつの年び
導そい指度改
すのて摘中善

餐を下る
　把福こ
　握祉と
　し事
　て務ま
　継所襖
　続の
　的保監
　指護査
　導の以
　に運後
　努営も
　め状常
　る況時
　こ等管

　　　たしに年規　るを査るつ及
　　　こて含度開⑤こ積の課てび

　　　　正項ス　r　導事導面あ
　　　　しと一昨新　す項監すた

　（2）

の 主

的資
確産 眼
な　’

把収 事

握入
等 項

扶
養
義
務
者
の
扶
餐
能
力
又
は
扶
養
の
履
行
状
況
に
変
動
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

　扶
扶養
餐が
照期
会待
ので
回き
答る
にと
はき
’に

給は
鼻’
証実
明地
蕾に
等調
糞査
証さ
資れ
料て
カい
添る
f寸か
さ
れ
て
い
る
か

ま
た
暴
義
務
者
が
管
窟
ぴ
近
隣
の
市
町
村
に
勝
し
口
て
お
り
あ
る
程
度
の
　 。

　5）
　　も
　扶十
、餐二
　義力襲

　
の
と
　
扶に
　
養
提
　義出
　務さ
辮
　
に
い
　つる
　い独
　て
　十
　分
　な
　調
　査
顛
　
が
　
テ
、
わ
　
れ
　
て
　
い
　
る
　
か

ま
た
就
労
収
入
以
外
の
収
入
及
び
無
収
入
の
場
合
の
収
入
申
告
書
は
絆
く
と

2）　（1）5　　　（5）　②
　険　　　　　わ　　査　　と
こ会年稼　　れ申は収に

、れ社金働　て告適入提
ら等　　収　　い内切申出
にの保入　　る容に告さ
半関険以　か≧に行書れ
う係金外　　　不わ及て
反先等（　　　審れびい
入調の年　　　がて給る
申査受金　　あい与力1
告等給　　’　　　るる証

禽鷲曝　客力ま盟
提りの金　　　の　　等
出確有　　’　　　勤　　挙
に認無補　　　務　　証
つさ及償　　先　資
いれび金　　　　　　料

藩躍f士　霧袋
切る金送　　　官　　る
にカま額り　　署　稼
懇　　は等　　　等　　働

　　　’）　　　関　　日
さ　　社の　　　係　　数
れ　　会収　　　先
て　　保入　　　　調　　給
い　　険の　　　査　　与

’る　　事把　　　は　　等
か　　務握　　　適　　の

　　所状　　　切　　内
　　　況　　　に　　容
　　保　　　　　行　　審

ま
た
就
労
に
伴
う
収
入
力
あ
る
場
合
の
収
入
申
告
書
は
原
則
と
し
て
三
カ
月
こ

　（1〉2
い　　　　　り
る収稼　　明
力1入働　　ら
　申収　　か
　告入　　に
　書の　　す
　及把　　る
　び握　　等
　給状
　与況
　証
　明
　書
　等
　挙
　証
　資　　　　に法
　料　　　行第
　の　　　　わプ
　提　　　　れ三
　出　　　て条
　に　　　　いに
　つ　　　　るよ
　い　　　角る
　て
　適
　切
　に
　豫

　さ
　れ
　て

　　　（2）　（1）1
　認保　　認　　　　　　ケ
　め膏資さ資資　　　　1
　らを産れ産産　　　ス
　れ認活て（等　　　診
　なめ用い不の　　　断
　いらにる動把　　　会
　不れつか1甦握　　議
　動ない　　　状　　　等
指藍いて　　貯況　　　で
導の煮指　　金　　　　　組
　活が導　　　　　　　織
指用自　・　　生　　　　　的
示に動指　　命　　　　に
はつ車示　　保　　　　検
適いをは　　険　　　　討
切て所適　　等　　　　　さ
　　有切　　）　　　　　れ
　　まに　　の　　　　　て

　　臨崔　　客
　　普れ　　内　　　　窺
　　用て　　容
　　しい　　は
　　てる　　関
　返い級　　係
　還る　　　先
　義場ま　　調
　務合た　　査
　を及　’　等
　文び自　　に
　雷呆動　　よ
　に有車　　り
　よをの　　確

Oo

新
規
串
講
ケ
　
・
1
ス
に
つ
い
て
鑛
の
要
否
及
び
ケ
1
ス
の
処
遇
方
針
の
讐
等
は

り
法
の
権
利
義
務
は
周
知
徹
’
底
さ
れ
て
い
る
カ
≧

　　（9）
　し
まお開ま
たり始た
’等ケ
継に　1必
続よス要ケ
1
法 つ応
スのいじ
に権て
謙唄処
て義必
も務要
年はな
一周事
回知項
程徹力
摩底記
　さ入
開れさ
始てれ
ケいた
1る所スか長
と　o名
同　　の
様　　通
な　　知方
渥
羅
よ
　
　

の

　　、

りにに　’

　　遇
　　方
　　針
　　の
　　見
　　直　’
　　し
　　か
　　行
　　わ
　　れ
　　て
　　い
　　る
　　か

（8）

処
響
針
は
ケ
　
1
’
ス
の
実
態
に
応
じ
具
縞
に
樹
立
さ
れ
て
ロ
い
る
か
≧
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助に者
（1）実2

　情 活

〔5）

主

の対の稼に個
推すい働即別

動計
の画 眼

進るる年しケ
指ケ齢た　1

確的
傑な 事

秘鷺あ 訪
間 項

　（ヰ）　　　（乙）

な　　れ等
理稼ての

　　（2）
　告　　指
他書稼導

（1

必
2魁i傷
就　　にレ病

1
稼 ま

7
訪

　（6）
か
P
訪
把

　（5
が
　
来

　（ヰ）（5）（2）　（1）2

超　　　　い
　不訪ケケ訪訪

間
訪

（2）

前

　（L）

な
つ
年

1
　
　
　
は
訪

宅魏騨羅緩
な力麗収
くの
就活
労用
まを
た図
はる

　他出力切
集施さσ）に

諮葛舗
職活等等れ
萎用議螂

要
に
応
じ
ケ
ヒ
ス
の

労　　把セを
援　　握プ理
助　　さト由
等　　れ険と

’に　て討し
よ　　い　　て
る　　る主稼
自　　角治働
立　　　　医し

動
能
力
及
ぴ
就
労
狙
害

た
訪
間
　
、
の
撃
寸
に
必

問
’
旅
費
は
訪
問
活
動

間握所
結さ面
果れ接
はてが
’い多
早る故
期力1
に　　訪
ケ　　問

誌臥耀懸
借続的のは動動
置くは状なはの
がな達況い概状
とど成変力1ね況
らのさ化　　計
れ場れに　　颪
て合て応　　ど

問
言
1
面
が
作
成
さ
れ
て

月
ま
で
の
来
実
施
分
及

て問
い訪
る問
級計
　画
　は

　ケ
　1

騨　笙
画　　　回
の　　　程

甦　朦
’状　　　見
況　　　直

　　　し

善

真た　　定自 極をる 自 助　　　　訪て 要 要 に 1
調 いはいじ　　お い び ス の

剣め　所立
にの　　　援

轟魏活指　　他た

的助か
に長
行す
わる
れた

立
更
簿
画

長　　間い
の　　　　　な
推　　　嘱い
進　　　託者
伏　　　医の

因
の
把
握
伏

な
自
動
車
等

支
障
を
来
た

ス
記
録
票
に

査
が
少
な
い

る　’るた　　り

か罐騰藷
鐘藺義

る
か
当
該
9
月
に
訪

σ）

実
態
に
即

調
査
が
実
施

眼

動示　　関め
をは　　係の

てめ
いの

が
樹況　雛

兄 の
機

さ
な

記
録

ケ
1

由　　は　　て
を　　適　　い

間
を

し
オ
こ

さ
れ

行徹　　機地 る指 立 ’の 動 い さ ス 確　　切　　る 必 訪 て
わ底　　関域
或さ　と連
こ華縫

力澱

　援
　助

さ
れ
ケ

必程
要廉
に
応
就

力
は
整
備

よ
う
に
窪

れ
そ
の

に
つ
い
て

認　　に　　か
し　　実
　　施　　特
訪　　さ　　に

要
と
す
る

問
格
付
及

い
る
か

醜舗
は 1

ス
じ労
検の

さ
れ

呆
さ

都
度 ケ

問　　れ　　長
方　　て　　期

ケ
ヒ

び
実

従級　　連開
わ　　携幌
なま　　は
いた　　十求
場　’　分人

求
職
活
動
状

に
対
す
る
援

診可
命否
令等
等に
につ

て
い
る
カ
1

れ
て
い
る
か

決
裁
さ
れ
て

1
ス
の
生
活

法　　い　　間
を　　る　　訪
変　　力1　問
え　　　　　し
る　　　　　て

ス
を
趨
案
し

施
罷
な
も

点

食正　行状
　当　　わ況

況
報

助 よい
りて

い
る

実
態

等　　　　　い
適　　　　　な

た
月

の
と

進敏母
　　ス子

（2）

主
眼

援に世
助対帯 事

のす等
推るの 項

（5） 4）（3）（2）（1）2 5） （4）　　（5） 2 （1） 1 5 6） 5）

導
さ
れ
て
い
る
か
．

鉦
金
等
の
収
入
、
扶
養
義
務
者
力
ら
の
援
助
等
の
届
出
義
務
に
つ
い
て
は
、
十
分
指

　　　　　　の燃モ年重独独　申蛮
　金度居居　　立援
兄等障老老　　て助
弟の害人人　　にを
等他者に『　　つ拒
の法等対重　い否
馨隔葛藤激
翻葛難魏
驕翠謎罐らに　　助対　　わは
のつ援はす　　れ
援い助適る　　て必れ

瓢齪導客藻
つ分切行　　角応もい配にわ援　　　じか
て慮行れ助　　　家か
十さわての　　　庭わ
分れれい状　　　裁ら
導　ててる況
　いいか
さるる　ロ
れ麓角

て
い
’
る
カ
1

　た
　結
　果

　塞

　能
　力
　が
　あ
　る
　と
　判
、断

　さ

判ず　’
更走

嚢．

離な
別ど
しに
たよ
夫り
のそ
子の
に確
対認
すが
る行
歎
義て
務い
の
る
履 力1

テ
に
つ
、
て
扶
養
能
力
調
査
を
丁
つ

△
耳

ま
た
居
力
明
崔
な
場
合
は
戸
籍
の
附
票
に
よ
る
調
責
親
族
等
へ
の
照

　　け　　　導
　離るま稼は
　別保筏働適
　し育　　能切
　た所育力に
主夫の児の行
地の設を活わ
　生置理用れ
不活状由にて
　実興につい
　態　　就いる
　は入労てか
　縄　　所し十
　　条て分
蕊奪腿

　てをいさ
　い勘母れ
　る案親て
　カ1㎏にい
　　　対る
　　適すカ≧
　　切る
　　に就
　　行労
　　纏
　　て庚
　　い
　　る地
　　力！域
　　　に
　　　お

必
要
に
応
じ
ケ
1
ス
の
自
立
更
生
計
画
力
樹
立
さ
れ
ケ
1
ス
に
気
す
る
援
助
指

行
わ
母母
れ
子
て
世
い
帯
る
に
劾
対
　
す
　
る
　
指
　 導　、

　援
　助
　及の

　供
　の
　養
　育
　に
　つ
　い
　て
　の
　配
　慮
　は

　適
　切
　に

　　　　いか
　　　　るら自
　子　　　擁積立
幕　　鵠

　に　　　　　に
　対　　　　　選
　す　　　　　定
　る　　　　　さ

蛋　　襖
　　　　　扇
　援　　　　　立
　助　　　　　に
　　　　　向
ぴ状　　　　　け
子況　　　　　て
　　　　　積
　　　　　極
　　　　　騰
　　　　　つす
　　　　　重
　　　　　点
　　　　　的
　　　　　に
　　　　　慧

　　　　　援
　　　　　助
　　　　　さ
　　　　　れ
　　　　　て

助
長
蓬
ケ
1
ス
は
稼
例
能
刀
舌
用
を
る
必
察
あ
る
ケ
1
ス
0
）
中

　　い要
豊講
助　　　第
長　　　六
選　　　の
定　　　ニ
ケ　　　五
1　　　一
ス　　　　の

、選　　　取
定　　　扱
状　　　い
況　　　　に

　　　留
　　　意
　　　の
　　　う
　　　奥
　　　適
　　　擢
　　　月又
　　　入
　　　認
　　　定
　　　が
　　　検
　　　討
　　　さ
　　　れ
　　　て

ら
ザ
申
生
口
ど
お
り
慢
然
と
収
入
認
定
窪
つ
て
レ
る
ケ
1
ス
つ
し
て

　菅

　く
　低
　い
　額
　の
　収
　入
　幽
　出　口　が
　長
　菊
　間
　詞
　く
　等
　申
　告
　内
　容
　に
　疑
に義
　が
　あ
　る
はに
　も
rか

施わ

稼
働
能
プ
マ
就
労
状
級
当
該
地
域
σ
）
羅
の
業
務
の
賃
金
x
準
等
か
ら
判
幽
し
、

職
を
含
む
増
収
慧
が
行
わ
れ
て
い
る
　・
カ
≧

　保
稼護
動の
能停
力廃
か止
ら等
みの
｛備
　置
就は
労適
日切
数に
　行
時わ
問れ
　て
収い
入る
等角
が
鋪
に
少
な
い
者
に
は
転
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対4　　　　　　　　　　　　　　　　組等5　　　　　　　　　　（5）
振　　　　　　　　　　　鰍暴　　　　　　綴世
推正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対ス力　　　　　　　　　　進対帯
進受　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応に団　　　　　　　　　　　　　　　　す分
　給　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の対関　　　　　　　　　　　　　る離
整　　　　　　　　　　　　　　瀧懸　　　　　　　　蜥

主
眼
事
項

「
所
長
各
の
通
知
」
ま
た
は
「
保
護
の

（1）1

　　　　等
資不　　　　σ）

産正　　　手
　受　　　続
収給　　　　き
入発　　　が
等生　　　行
の防　　　わ
届止　　　　れ
出の　　　て
義た　　　い
務め　　　る
螺　　か
の組
指み
導状
は況

な
お
算
体
郎
に
暴
力
行
為
等
力
行
わ
れ
た
壌
舎
は
速
や
カ
に
郷
察
へ
通
報
す
る

＿（ろ〉＿　（2）　（1）5　　（4）（5）　（2）　（1〉2　1

鞠極薦総繍馨1罐鵜篠
い小い七的護等爪　　協開等組診て収件　　関　　　　改
るにるの確を反の　議燈関ん断い入の　係　　　　め
級従熱結に継社徹　が　係で会る　厳　者　　　　て

繕騨縫響離箒讐　者　づるい為　　　にのの　受　生鳶　ス　　　　帯
　に　　くたなを　　　行処連　　給　　活　　　の　　　　と

理盤理　賂謄舞耀環　筈　て　　指検　　行　　　て決十　　の　　現の　　状　　　　認

保難ぞ　脈袴讐郷況　茱　護　は令　い　　　角際わ　な　生　　　　　　　れ
　の　入は　る　　　　しれ　審　活　　　　　　　て

謄菱　陵　　宅　組は

保
鍔
蕃
型
響
魏
ε

で
き
な
い
腸
合
及
び
世
帯
分
離
要
件
に
該
当
し
、

な
く
出
な
身
つ
世
た
帯
場
員
合の
虞非
員
力
帯力分
ら
離
確
が
靭
解
罫

（4

世
帯
分
離
（7）

見
直
し
を
テ
う
に
当
た
つ
て
は
協

　　紛　　（2）　（1
行帯　　る　　趣
わ員撹か世旨世
れ及帯　　帯等帯
てぴ分　　分が分
客鷲難雰馨
窺の行　件説行
　収う　　を明う

入毒発義
　資及　　してた
　産ひ　　ていつ
　等世　　いるて
　の帯　　る角は
　把分　　か
　握離　　ど　　本
　はの　　う　　人
　給見　　か　　及
　与顧　　に　　び
　証し　　つ　　出
　明を　　い　　身
　馨　　沈一　　　て　　世　　仁『
　　う　　　毎　　帯

雛窪鶉　料た　　回　　対
　につ　　は　　し
　基て　　検
　づは　　討　　世
　き　’　さ　　帯
　適出　　れ　　分
　切身　　て　　離
　に世　　い　　の

世
帯
分
離
の
取
扱
い
状
況

（1）管5
管　　理 主

理計の組
の画推織 眼

推的進的
進な　　な
　運　　越

事

営　　営 項

1　　　　　　　　17

　　　　実幹　　　　　　に
部　　　　　　返

力き

　法
　簗
還ハ
　三
　条
　又
　は
F法
　第
　七
　八
　華

　適
　用
　し

　鶴
　疋　し
　た
　返
　還
　額
　又
　は
　徴
　収
　額
　は

　確

△
菖
議
で
織
的
に
検
討
し
福
並
事
務
所
’
の
週
断
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
、

カ1

　つ
　い
等て
　は
組　’給
　担
　当
　現
　業
　員

　査
　察
　指
　導
　員
　隈
　り
　で
　処
　理
　す
　る
　こ
　と
　な
　ビ
　、
　ケ
　『
　ス　　’

　診
　断

（6）1

不
正
受
か
ど
う
カ
の
’
決
定
返
還
額
の
決
震
返
還
し
な
い
場
△
口
の
対
応
等
に

に
安
易
に
返
還
が
免
馨
れ
て
’
い
な
い
　’
か

（5

法
第
六
三
餐
適
孕
る
場
合
は
本
ロ
人
の
申
立
て
の
み
で
費
消
し
た
こ
と
を
理
由

法
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
カ
≧

ま
た
醤
約
蕾
の
提
唄
文
書
に
よ
る
指
導
指
示
保
護
費
σ
）
分
害r
支
給
な
ど
の
方

に
行
わ
’
れ
て
い
る
か

（4

法
第
七
八
錘
適
。
用
し
た
廃
止
ケ
1
ス
の
再
開
始
は
真
に
急
迫
状
態
に
あ
る
場
合

条の
がで
適あ
雲ぞ

れも
て　’が
い被
る保
か稽

　に
　あ
　き
　ら
　か
　な
　故
　意
　が
　認
　め
　ら
　れ
　る
　場
　ム　ロ　は

　法
　第
　七
　八

（ろ〉F

福
祉
事
務
所
出
ム
撚
通
念
上
妥
当
な
注
意
を
払
冗
ま
容
易
に
発
見
で
き
’
る
程
度
の
も

返
還
を
季
る
よ
，
丑
取
扱
し
は
さ
れ
て
い
な
い
カ
3

（2

不
正
受
給
ケ
1
ス
に
つ
い
て
法
第
七
八
季
適
用
せ
丈
法
第
六
三
条
を
適
用
し

　（1）2
　　　　のま法不　　借
莚第正　置

　七受　　は
悪八給　　行
質条の　　わ
な適事　　れ
ケ用実　　て
1にが　　い
スよ発　　る
にり見　　級

、つ不さ
い正れ
て受た
は給場
告額合
発返の
等還措
のの置
惜借状
置置況
がが
ささ
れれ
てて
いい
るる
かきか1

の
理
由
も
な
く
そ
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
ム
ロ
は
法
第
二
七
条
に
よ
る
文
轡
指
一
耶
等

（ヰ

再
三
に
わ
た
り
収
入
出
口
書
を
提
出
す
る
よ
う
’
指
一
」く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
買
正
当

ま
た
申
告
善
に
は
挙
証
資
料
力
添
付
さ
れ
て
い
る
か

（る

収
、入

申
告
書
用
紙
は
必
す
提
出
期
隈
』
目
Ij

に
ケ
1
ス
に
。対

し
配
布
さ
れ
て
い
る
カ
1

　（2）
先　　わ
調生れ
査活て
は実い
適態る
切のカ1
に把
テ渥
わ及

’れび
て勤
い務
る宏
力≧

　金
　融
　機
　関
　生
　命
　罎
　△　耳　襖
　税
　務
　筥
　署
　等
　関
　係

ま
た
年
一
回
は
届
出
義
務
覆
行
の
指
導
に
つ
　
　ロ
い
て
爆
な
方
法
に
よ
り
適
切
嬉
行

しノ

お
り
、
　
一
等
に
よ
り
適
切
に
号
わ
れ
て
い
る
か
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　（2）
の
充
査
実
祭
　
指
　
導
　
機
　
能

主
眼
事
項

　（4）　（5）

置　　稗　　の
結ケ　　ケ内
果1　　1容
がス　　スに
確診　　o）応
認断　　内じ
さ会　　容た
れ議　　審妥
ての　　査当
い決　　及な
る定　　び決
角事　　現裁
　項　　業区
　の　　員分
　は　　にと
　映　　対さ　’
　　　すれ
　現　　るて
　業　　助い
　員　言る
　に　　　恥
　遜　　　指
　　　導
　　　は
　指　　適
　示　　切
　し　　に
　た　　行
　事　　わ
　項　　れ
　等　　て
　の　　　い
　借　　る

2
訪
問
調
査
等
の
処
遇
経
過
の
記
録
は
そ
の
都
度
決
裁
さ
れ
る
と
と
も
に
ケ
】
ス

　（1）
適
切
新
礪
瀬
礫
離
　
鵠
　
糞
　
番
　
査
　
が
　
的
　
確
　
に
　
実
　
施
　
さ
　
れ
　
る
　
よ
　
う
　
助
　
量
　
『
　
指
　
導
　
は

2　（2〉　（1）1　　　（5）　　（2）（1）
　　　い　　　　　み　　幹合

午齢縮繍識管
翻鰍購盤藷
及　進　及設　行記席じ会会
び　行　び定　わ録し速議議
助　管　訪と　れさてやはの
貫　理　問そ　てれいか’設
　　は　計の　いるるに開置
指　適　画進　るとカ≧開始要
導　切　の行　　かと　催時綱
等　　に　作管　　ロも　さ及は
の　行　成理　　　に　れび作
犬　わ　　にの　　　　　て処成
況　　れ　　つ状　　　会　　い遇さ
　　て　　い況　　　議　　る困れ
　　い　　て　　　　結　　か難て
　　る　　　　　　　　果　　　ロケい
　　か　　適　　　　　等　　ま1る
　　　　切　　　　　を　　たスか
　　　　な　　　　　踏　　　’の　ロ
　　　　助　　　　き　必処
　　　　電　　冗翻
　　　　舞　　撮鶴
　　　　が　　　　　的　　に樹
　　　　な　　　　　な　　は立
　　　　さ　　　　　取　　所す
　　　　れ　　　　　り　　長る
　　　　て　　　　　組　　等腸

4
ケ
し
ス
診
断
会
議
の
活
用
状
況

的
内
当
部
面
点
す
検
る
及
課
び
題
適
及
正
び
化
指
羅
難
螺
鰭
畿
朧
か
　
丁、
　
事
　
項
　
を
　
取
　
り
　
入
　
れ
　
た
　
自
　
主

4）（6〉　　（2）　（1）5　（5）　（～）（1）2

　　　か　　カ≧　　　　　た

轟灘羅羅辮
部の係　に　はの　関盛間のの
点進職　定　運推　係り題推設
検捗員　め　営進　職込点移定

灘　装夷　蕊難

　途　い　い　　　即
　　　　る　　る　　　　　　　し

正6
実

　（5）

保
主

施医
の療

実
施

眼

撫扶
進助

体
制

事

の
適

の
確

項

　（ヨ〉1
行

5　　（2）（1）4 つ
て
ま

採
用
専力輪5

支
2）等1〉2　　1 　19）

て 員

8）

が

（7） 　（6）

か　　う

（5）

瀬疑 特　　ケ新現
殊　　1任業

いた
る

、等面 任
画

接面
相接

障
が
現に
業特

査査　　査
察築　　祭

ま
た

自査
ら察

と
査

処
遇

さ
れ

新
任

ロ地等
区に

処
遇

ては扶
い主助
る治受
力1医給

　　　勤　　ス現員
　　　務　　研業等
　　　雪鷺爵
訪者　　　の　　等にす
問に　　　支　　職対る

規新
　任
　現
　議

　が

籍
談
本
制
が

接
相
談
員
が
配

談相
f牛談
数体
が制
多の
い確

お
き
な
い
よ
う

雛
李
麗
が
カ
1
司
行

囎導
員巣　畳
σ）

大現　　現
半業　　業

所
長
等
は
そ

’翻険員

　嫉所
長
所

察
奪
員
と
が

方
針
の
変
璽

て
い
る
カ
1

現
業
員
の
ケ
1

抵よ
当倹替
時
適
等
切
に
に

嗣
難
ケ
［
ス
等

着

等対　　　給　　場す研 慣 確 置 福保 適 一わ が員　　員 れ 等と 協 保 ス お行 の
にす　　　状　　内る修 れ 呆 さ 祉状 切 年れ 生の　　の に にし 議 護 の いわ 指
よる　　　況　　研研の る さ れ 事況 な 度て 活適　　充 対 対て す 費 内 てれ 螂
り指　　　　　　修f 多実 ま れ て 務 対 にい 保格　　足 し し対 る の 容 ケて は

鮮　　　鑑離
に援　　　　　　切切況
把助　　　　　　にに
握の　　　　　　行行
さ状　　　　　　わわ
縦況　　　　れれ
　　　　　てて就　　　　　　　　いい
肖　　　　　　　　るる
天　　　　　力1か
療

で
σ
）
間
単
独
で
は
対
応
し
な

て
い
る
カ
≧

い
な
い
場
△
只
査
察
導
員
と

所
の
場
△
只
専
任
面
繕
談
員

応
が
行
わ
れ
て
い
る
カ
≧

異る
動力1
し
オ
こ
場
含
ケ
1
ス
の
処

護蓄　　状
事等　　況
務の
禾確
経保
験状
者況
の
場
△
只
事

的
確
な
指
一
凄
し
て
い
る
カ
1

て処
報し
告な
しけ
てれ
いは
るな
赴ら
　な
　い
　事
　項

士
組
が
窪
立
さ
れ
て
い
る
か

輩
そ
の
他
重
要
事
項
に
P
つ

密
糞
助
貫
指
導
等
に
つ
い

1い　’

スる
処力1
遇
が
中
断
さ
れ
な
い
よ

そ
の
実
態
を
把
麗
り
る
と
と

眼

養
糧
．

い
よ 畢 が

配
渾 務

処
等
問

い
て

て
は

う
配

も
に

導
等

う
な

員
の

置
さ

事
務

理
体

題
事 撃 特

慮
さ

回付
点

ほ
適

体
制

複
数

れ
て

処
理

制 項
に

前
に

男1

な
れ
て

訪
問

切 と 制 い 等 研 つ 現 配 い を
に な の る に 修 い 業 慮 る 行

一25一



主

眼

事

項

6　　て 5 2） （1 4 （4） （5 2 1 5 5 （4） （乙） 2） 1 2 （ヰ〉 5 （2）

　　いあ
レ　　るん 技

い
る
ま

腫
を 青

て
い
入 入 遠

い
る
移

等
莫 な 移

プ
ト 移 移

法
他 長

れ
て 患 看 看 看 看

わ
れ

　近
同い 指

カ≧

　長
セ　　鶴摩プ

ト
　
　
　

マ
の
　
　
　
　
　 ツ

術
治
療

かた

　基
　準

考
’
慮
し
必

神
病
入
「
塊

る院
力1患
　者
　日

院
患
者
日

隔
地
通
院

カ1送
　給
　付
　は

に
止
む
を

お
タ
ク

送
播
は

等
に
よ
り

送
給
寸
は

送
合
寸
の

施
策
の
活

期
間
魅
続
　

o

い
る
つ、

者
の
硬

護
の
承
認

護
形
態
（

護
吟
レ
ロ
f
寸
の

護
給
付
の

て
い
る
カ
ま

一指
疾定
病医
で療

定
医
療
機

期
入
院
患

着

整　　　サ 材 額 要 患 用 用 の ’尋 シ ’事 ’伏 用 し ’期 一 要 犬 機 関 者
備　　　　1

　　　ジ
点　麗
換　術

料
等
給
付
の

全
額
を
計
上

に
応
じ
て
基

者
に
対
す
る

品
費
Q
4
及
び

品
難
等
給
付

場
ム
ロ
近
く

ノズ

ス
券
等
の

な
い
者
に
限

ヨ
を
使
用
す

鍛
も
経
驕

実
確
認
は
一
丁

申
請
に
基
づ

況 等
は
検
討
さ

て
看
護
博

看
護
の
実
態

間
看
護
担

人
付
、
；
人

否
は
病
状

況 複関
数と
のな
指つ　、
定て

の
遷
は

長
期
外
来況

　
　
　
眼
　
　
　
鏡

状
況

す
る
腸

準
額
の

入
院
患

障
皇
目
年

の
犬
況

の
指
定

支
給
な

り
認
め

る
こ
と

な
方
法

わ
れ
て

き
一
丁
わ

れ
て
い

が
ヲ
わ

に
つ
い

当
者
の

付
三

等
の
窪

医い
療る
機か

真
に
止

患
巷
の

籍
療

舎
は

へ
五
’
％

脅
日
用

金
等
の

医
療
機

ど
原
貝
1

て
い
る
は
医

で
’
茗

い
る
か

れ
て
い

る
か

れ
て
い

て
事
前

籍
要

人
寸
）

認
に
よ

関
で
受

む
を
得

実
態
把

眼

材
料
な

特
に
必

の
計
上

品
費
の

累
積
金

関
へ
の

と
し
て

カ1
師
の
診

れ
て
し

りる
カ1

る
由
署

に
導

件
の
妥

の
妥
当

り
検
討

診
す
る

な
い
も

握
妻

ど 要 が 給 の 転 現 断 る ま に 医 当 睦 さ 重 の は
の な テ 寸 取 院 物 に カ た つ 療 陛 は れ 複 を
給
付

場
合

わ
れ

額
に

扱
い

は
検

給
付

基
づ 通

い
て

機
関

は
検

検
討

て
い

受
診

除
き 罐

は の て つ は 詮 に く 院 の 討 さ る の に

適
み
に

い
る

い
て 適

さ
れ

よ
り 歩

証
明

看
護

実
地

さ
れ

れ
て
　
　

。

か 壁認 患
者

実
施 点

切
に
行
わ
れ

限
定
さ
れ
て

カ≧　、
は
消
費
実

切
に
行
わ
れ

て
い
る
か

寒
わ
れ
て

行
困
難
の
者

書
及
ぴ
レ
セ

の
要
否
他

調
査
は
行
わ

てい
いる
るか
カまo

審
査
は
行

の
住
居
地
に

さ
れ
て
い
る

遇に　　導関第 主
の対医　　に2
確す療　　対 眼
保る扶　　す指

適助　　る定 事

羅騰 項
処者　　指機

（7）（6）（5）（41（5〉（2）（1）2　（5）（2）　（1）1 9 （5）　（2）　（1）8　　　（5） 12） （1） 7 （2 （ロ）

　　　　　　　　　　い　　　　　　適

纒駿鱗懸羅礁姦　超
患給入内錬　　の扶　　衛報　　保扶　　　汀
者付購容の看実助　生酬　護助　　わ
日の　　か記護施受　　法の　　制に　　　れ

膿購騨難藤騨　　石
費い外てび医とに　核は　趣る　　る
のは来　　保療の対　　予適　　旨理　　　か

切れる見行保円処　　はれ　　助
にて療奮わさ滑過　　適て　　に
行い養はれれに確　　切い　　関

傑
健
所
指
定
医
療
機
ロ
関
等
関
係
機
関
と
の

　判　　擁　　　　と
そ断病　　在下　　な嘱
のを状　宅記　つ託
医要　　　患事　　て医
学す療　　者項　　いの
的る養　　参に　　な所

凝踏罫鵬
季総無肇
るへて　付が　　無
も協　　　のあ　　　又
の議療　　要る　　　　は

家擁雛　　覆
庁い導　定の　　く
へる　　　を本　　　少

い
る
現
角
業
　
員
　
等
　
の
　
琴
　
学
　
知
　
識
　
の
　
研
　
修
　
に
　
当
　
た
　
つ
　
て

取
さ
れ
て
い
る
か

医
療
挟
助
の
要
ロ
否
判
定
に
当
た
つ
て
嘱
託

嘱
託
医
及
ひ
青
神
難
務
委
託
医
の
’
活
動
状

き
る
状
態
と
な
つ
て
い
る
カ
≧

レ
セ
プ
ト
は
個
別
ケ
『
ス
こ
と
に
直
近
六

切
に
実
施
さ
れ
’
て
い
る
カ
き

医
療
費
の
適
正
な
支
払
及
び
病
状
把
握
等
の

縫輔部筋鎚葛て　　はにるるれ状　　用　　　事

速
携
の

羅力癖霧　　§
し　指　る議　　髪

嘱
託

医
等
の

況 力
年
程

た
め
の

い　　適記かかて況　　さ　　　務
る　　切載　口0い　　　れ　　　取

状
況

て　　導　　も状　　　口
い　　に　　の況　　　　に

医
等

専
門

度
は

レ
セ

ヵま　にさ　　る　　て　　扱
　　行れ　　　か　　　い　　　い
　　わて　　　　　　　　る　　　が

関
係

る　　つ　　を
角　　い　　本　　　　嘱
　　て　　庁　　　　　託

が
効
果

的
か
つ

編
綴
さ

プ
ト
点

れい　　　　　　　カ1　　十 機 医　　へ　　　　　医 的 技 れ 検
てる　　　　　　　　　　　　分 関 学　　協　　　　　の に 術
いか　　　　　　　　　　　　理 と 議　　　　　活 活 的 常 検 点
る　ロ　　　　　　　　　　　解 の 覧　し　　用 用 意 時
か　　　　　　　　　　　　　　さ 速 地　　て　　　　　は さ 見 活 謀

れ 携 か　　い　　　　　低 れ が 用
て は ら　　る　　　　　調 て 聴 で 適
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円のき設遇　善の職まもし者高に　約員施　　　　るび祉

羨本認漣需咳爬轄懇輻闘蝋熱繍
豫震難摯欝灘逡雛藷約李饗羅欝

　　　　　　　　　　　　　　　　は定祉叢＋腱福

員祥生
’事じ
二例た
重を社
帳掲会
簿げ福
’て祉
空み法
領る人

＜及　請正防極対で犠を依設祉
　び特さな止めすあ　絶然に施し
①施1モれ運及てるつ例たとお設か
架設　て営び重国てえなしいのし
空の最いを社大民も一いてて運蔓
職不近資確会での　部現不借営が

保福あ信社の状祥置を餐
す祉る頼会施に事費め
る法のに福設あ件のぐ一

郵懲縫惣歪臓
が施そす設じ不生執一は
強設の影金た祥が行部社
くの未響体も事あ等の会
要適然はにの件と　施福

鯛の規約磯の監局一

議腿騰蕪ぞ孝
を使’い
増命社う
しと会巨
てそ福額
きの祉な
て役施財
い割設政

明等示五
すをさ号
る踏れ厚
　また生
　えの省
　’で社
　そ’会

嫉等十減いそ査の継立能等　　　　　　　　　　輝者的着収
　に四額ての時未続及のに　モ　　文　　く　天　預に服轡
業よ条措曝改指然的び強起さ　るで　がで　が　そり寄し等
務りに置　善摘防な償與因ん施こ　理確占麺形理の金附たに

雑誘謎器醐蔽離罐誕饗驚錨蕪騰

理従祉祉与な項と行保シで
事わ法事等いにとい等ス
長な人業改施つも不にテ理
等いが法善設い候祥っム事
役場法第費に環　事いの会
員合令五のつ　監件て確機

資
金
計
画
が
ず

私長い牽長る’
物がこ制等こ監
化ワ≒シが～モ事
しン　ス親　の
てマ　テ族　監
いン　ム等　査

たた者を
例例か不
等　ら正
が③半に
あ入強横
る所制領

△
‘

一

　
　
　
　
一
一

し

㎜
一
一

－

“
一
一
一

▲
　
r

指増の
導設実都
監の施道
査傾に府
の向当県
組をた（
織十つ市
体分て）
制踏は本
づま’庁
くえ今は
りな後指
とがの導
　昏施監
特　設査

資監お点　めをを入いてて　極会も時を職るいは的役　導の
　査い等以る喚行所よ不虞し的福巣に配員こる無事職まが解
　方てを上よ起う者う祥　たに祉　は置にと事定項員喉求職
　針都踏のうしく志処十事法が参等経そすはの例見にが　めを
　が道まさ指　っ遇分件人つ加に験のる知ながなつそ法ら勧
　策府えつ導施あ本なを及てさ関の目峯講い多まいの人れ告
　　　　なす設ら位注発び　せす浅配っ　よくまて運及るす定県

さ調轟齪鍵罐蛎解編藤彪嚢軽臨
れ）六運要の角全自せ関監悪種に創モを設れ運のか設
たが十営が適度な戒る係査が研対を　有長る営欠かの
も実二上あ正か施をこ者時あ修し注施す等輝を如わ要
の施年の逢化ら設求とにに喬会てぐ設るの　行あると
です度問　に注運較の対お　にはと創人幹かっる基な
あるに題　努意営　なしい　積社と設材部かてい本る

。る
な
ど
徹
底
し
た
指
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　　　第奪藺鎗箏勢難雛晶鯉讐房導獣暫箏
立一適『講韓欝論購牒饗魏焚墾瀦蒲重題
　法正社れ摘ま桑府で力内す職　指社が保会監の指の設設す点は事

　盤運たにびあが準てが上閲し社をにとたる要施ずま指と設
の　営　の示監つ従をいみの又た会実緊定つ法力些法罠導どな

　確　　　　です査た来策るら問は基福　施密期て人あ　人　監まど

、入串い識事る灸と及　　　す正よいン会らし審q業て
な　ると業諸　等び監　（ろ）るなつる輿をれて繭　に親理　　　（2）　（1）
ど法カミ理の知こ広法事て　こ法ての　形るい　ま属族事記る項　で
監人　解経講の範人のい監ζ人活で私骸蔑るあ莚す等等鐘角の理あ役
事名例を営　たなの職る事　運発　物化　等る　る特法　　審事る員

魏離騨濃舗整繍嚢騎舞義讐藷礁騨雇
十的の求十社理さ査業によ催のとのとが会事れ同にるはわ要成
分外不さ分会にれす務　行　うしく構なワが多を項て種違奄正れ議　は
にの正れな福関てる執わ指成つン理く欠がいの背確て決適
巣借支て知祉すいこ行　れ　導適にてマ事み席未た職し　にい事　正

（ろ）

財
産
の

処
分

損
保
提
供
等
は

　　　導点餐処で理煮がつ
　　（2）すに理等定い社　（1）　（5）（4）
魂全　る照特が経に工めて会力1の　　二に　い
　管基こら別行理不事ら犠福　執法財　行登る定
　理本菟し会わ規適契れ　祉　行人産適わ記級款

は財
適産
正及
にび
行運
わ用
れ財
て産
いの
る傑

適計れ程切約て各法

継罎謡麓
瓢蘇蝶実遷
つ以導正ら　態経務
い上すにれ資を理処
てのる事る産み規理
指観こ務の管る程に

は本管正れ事
適部理なて項
正会
に計
行及
わび
れ特
て別
い会
る計

会いの
計る変
経力！更

理　手
の　続
執　は
行　適
と　正

と

事
業
内
容
は

致
し
て

く指分な骸形もし
摘なQ化式少て
が監　し的なお
行査法たなくれ
わが人監監なば
れ行の事事い未
るわ運難監の毯

悉蝶讐購
つか般あ行単止
指Rにつうにで
導　つてだ年き
す必いはけ一た
る要てなの度も
こな十ら形のの

所を業又画事　　　　　　ζ適てのれわ営認は敷るで臣理が款産
軽解縫嚢は（5）カ、と（4）正賭魏のを基鰍あ文事あ変1韓
に瞬さ輪整適資・登不筋慰鱗箏講疑矯甥全絆
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のがうのけ本等に自で解半灸生の　　　導握いを理もは璽入か認な不

る分ズた
専把をが
門握はつ
的咳じて
知　め
識適’施
’正職設
経な員利
験運の用
を営考者
有管え個
す理方々
るが等の

でを二　い長つ務そ手たた額確
き十1し灸のてのれ間資るの保施

　　　　　　　　　　（2）（1）　第　（，）勢噛駝
配いたにに務責公￥設兼　正　一　　二さ証　あ行的示寄
置る較も処は任金職長任施に施　 適　　れ拠財るわなす附

雛欝講縫纏嘱力1舗誘縫覆鞭窯
さ格営長な等せ般傭処　る　理の　　運　　 簿　底な所廊
れ施とがQでらに遇かは確　営保及がこ者下て設な兼　片れわ多の　　　適立　　　　存び　必との等

みこ確と務者わ研
ると保か状処れ修
蕉が　祭況遇て及
　肝盗　等のいび
寮要息職に確る職
母で的員負保力1員
等あな待うは　会
のる人遇と’　議
直。事のこ職　は

し管公ろ員　　　　　　　　　がで職職実れ十盛つな
か理正がの適　（7）　（6）　（5）　（4〉必あ員員施ば分込てる事
しを・大資正適　い　て　正　要るがのにな尊ま昼も業施
実排公き箪な切職る夜い直に管での一役当ら璽劃　の計さ事
態す平い　入に員級間る接運理あで体割たな　　実で画れ業
をるのこ勤所行の　勤奄処用規資ことがつい反か現あはて計

務
体
制
は

整
備
さ

れ
て

遇さ程
職れ等
員ては
等い整
はる備
充力1さ

足　れ
さ

れ　適

着取定実’た職具の運
目組め施事も員体策営
しみら方業のの的定の
たが劃湊計で意内に基
指必　　画な見容当本
導要全各のけががたと

　る運鰻施
（5）こ営　設
　菟水常長

のな明てP映？可倹’い画
点っ確嫉まさ　能　施る蛙
にたに　たれ各なそ設級適

切
に

策
定

実

準にの
のそ専
向の任
上資化
を質を
図の推
る向進
よ上す
うにる
指努と
導埴と
す　も

擁の注及設　　　い置のえr
　樹意びに多　（9）て場有嫉施各　　　（8）
避卑を入お数る　指所無　設施て備い
難　払所いのカ1災導等及多設設いのる施
訓所う者て入　害す設び人備ごる維も設
練轄必の犠所　事る備活数のと角持の設
（消要安者故こ基用ム基に管は備
罐鹸軟撃舗酵定羅豫
夜とq策か命
間の　にらを
の緊防は防預
訓密災細災か
練な計心対る
に連画の策施

策
は

万
全
で
あ

適・居にめ
合寮窯照ら
状母　られ
況塞静侵て
にの養　い
つ設室例る

適カミ準

切　に
に建抵
行物触
わ　し
れ設て

菟な研与充特る事幅をには接
人修の星巣。管な無よ’処
事等支　　し理特視り常遇
管の績勤直たを別し対勤職
理実　務接が行昇て応職員
を施職体処つつ給　し員の
行状員制遇ててを親てに配

一27一



関す識営る
係るの者頑最　（4〉　　　　　（5）　（2〉
に無欠が　填正労　　イ　ア用　用
あ理朗職そ　に働と職　離　さ給さ就
る解　員の労行基な員俸し給れ与れ業
者　及の実使わ準つ問績て与て規て規
に並び労態紛れ法てで　い規い程い則
よび労務を争て関い均諸な程るはるは
るに働管みがい係る衡手いと級適級適
法親関理る増るの角の当力1支　正　正

壕舗囎力稽講墾垂垂
施特法す施向　等　た支　態　備　蹟
設別にる設に　は　も給　は
のな関認経あ適のが遊運運

　　　　と㎏う際寮をに指定っ
　　（1）　で　 日し母見お導期い
角す　二あそ頃て室易けす点て
　る施　喬のかは等くるる検留
　認設適　周ら速に図避こ等意
　識経正　知職や掲爪難ζ套）

　し務理　分入が常を緊非の消
　て管の　に所で災事急常な防
　い理確　図者き害務連災い機
　なに立　るにる時寧絡害よ器
　い対　　こ対よに　網時うの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でを当与得修専のそり独

ンが瘡びて策剛最浴　ら設面生
食あが体い定　低回しれ運か活入　⑥　（9）
のる生位なにま基取かた営ら上所に　理
みにじ交い係歳準　しく使の適の者行おは入
でもて換例る　す健　命基切二のわむ適資
あかいの　ケ必ら康そで本な1身れつ擢

没’飯なむが処れ設み
生朝食いつ実遇て運る
活食のた交施計い営と
慣が希め換さ画な上’
習パ望褥及れのいの入

施うて神
設こ’的
にと物状
課が心況
せ施両や

介て及
護いび
はる衛
適か生
切。管

　　（8）　　　（7）

角便　あ嗅切　なの複のが
　は保る　に食つ身合と行
　適存級夕設事て体施なわ
　切食　食定時い的設つれ
　に及）時さ間る特にて献

譲馨靴轄羅
　さ関　七る時　じは・映
　れ係　時角間　た’（さ
　て者　以　嬬　給入特れ
　いの　降（　　食所鰻た
　る検　で特適　と者　も

つ体解い長人印入　う職が要印力つ　　　　よじ嫉健所営　み所設と
い制を等がのを所しよ員でが等本て入　　（のうた　康者のこら者定乖
ての招のそ担徴者かうのきあ）人嫉所るの　指適入管に基のれ処し離
指確く例の当しヘセ配立な覧をか　者級取入導切所理対本毒喬遇てし

一28一



　（8）

途　か
は預
適貯
正金
に利
行息
わ等
れ運
て用
い収
る入
かの
’使

（7）　　　（6）　　　　　　　（5）　（4）　　　（ろ）　　（2〉　（1）　　　02）

　が行ぴ　角約入物れは入　定　いへ相　さ証　用　　四支
。措行為諸物　内札品て必に工め職る　互施れ拠財さ経確　払授
醤麓響）賓濯騰響離罐間設て書務れ理保難鑛

適
正
で
あ
る

のてりの給
使い’支食
途る適出材
は級切に料

な当の
事た購
務り入
処決等
理裁及

手て入力1請倹物些食
続いに　霞　品行費

箋鎚嶺転戦
当烈藁又積の材いは
でそ　はは作料る根
あの競高徴成の角拠
る契争額さ又購　を

正る部
縛蟹
わ又等
れは会
て繰計

出に会い類諸て規
しお計るは牽い程

齢望渥鎚
に計
整諸
傭帳
　簿
保及
存び

正
に

整

嚇

運

事適貝
務正
ので事
適あ業
正る収
なか入
執9’行　工
の　賃

れ態
てに常
い合勤
るつ’
カ1た非

　措常
　置勤
　費医
　請師
　求の
　が勤
　な務
　さ実

　る理第よか》場入めをあ約及入のい　が理なのか書工
⑥こ事三うね　合等ら親る書び支会る施なのど検らあ事経
　菟務者ななそに借れ族が等証出計だ設お基契討のる契理力1を

よて場の批能わ食あ主す領にをとり
う適合葉判がれ材る要る収す期な賄
指切に　を形て料者ポ必書るしくがわ
導な嬬こ招骸いのでス票　記　られ
す経　のき化る購占トが契録収そて

処に事いの1ミ置’等’）拠の経け運数本約な見い麹事
理よ例こ結　費高特特をと状理巣営多認のし積は　務
がるがと果内の額別候明な況は　はく識公に書請物の
行職みに　部執物な　確るを常当公みが正安の書品処
わ員らも社牽行吊関施に書明に然費ら不さ易徴の購理
れをれな会制が　係設整類ら公のにれ十にに収作入状
る充るる的機行給にの備（か正こよ資分欠取に成等況

で履引よ’にを
あ　しる複係み
る会て価数るる
施計い格業契骸
設経る等者約

（9）

入施
所設
者会
に計
負で
担負
さ担
せす
てべ
いき
な経
い費

　　　　　　　でい設会人療関こはみよ非置（2）　　（1〉　第あてが計件所のとそらり常す特　　　⑬　（②　　　（11）
　角化　二るもみに費の指とのれ措勤る別適てて正力≧応は
監　し理対　 の当らお　運定し差る置で医養正い県剰に民　分施医
事　た事策不で然れい光営をて額の費あ師護でる（余な改　の設師
の　も会の祥そ応るて熱経受いにで請りの老あ級市金さ費　負会等
監　のの確事の分力！全水費けゑつ　求な勤入る　）のれの　担計の

行　いが　　　こう計いて師内医求場事単み設　使なに　れ　て会薬
わ　な形　　　くべにる施等の療め合例価てに　途さつ　が　い計品
れ　い骸　　　　きお施設の診機るにがに　配　はれい　適　るで等

と

しこ　（II〉　　（ゆ

てれわ　るの
不られ寄角取入
祥のて附　扱所
事事い金　い者
の項るの　は預
発に傘取　適り
生つ　扱　切金
がい　い　に及
あて　は　行び
とは　適　わ遺
を’　正　れ留
絶依　に　て金
た然　行　い品

カ1

振てび当’
りい預で又曝又積の品て出
出る金あそ　はは作のいに
さカ1残るの競高徴成購る当

（9）　（8）　　　　　　（7）　（6）　　　（5）　　　（4〉　（ろ）

　は　手て入級請倹　為　保給は　のれ特　は　て
手一現続いに　責　工は経険与一職確て別施な借い
形致金はるつ（　契事行費料台致員立いな設い入る
はし及妥かい工相約　わの等帳しの）な関のカ1金力1

れ
て

い
な
い

て事見書物れ支）

高級契争額さ又入級た
と　約入物れは等　り
諸）内札品て必に　決
帳　賓さのい要当　葵
簿　　れ購るなた　何

’て勤
源い務
泉る実
所力1態

得　と
撫1

い係主
かに要
（あ職
内る種
部者を
牽で親
制占族
体め等
制らの

及
び
そ
の

f輿

還
に

問
題
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　　（3）　　（2〉

廃給　い務　行
止者備る取諸わ新実
簿台付角扱規れ任施
’帳帳　細程て職体
調’簿　則（い員制
査支（　等事る等の
員給受　）務かに確
証停付　が分U対保
交止処　整掌　す
付簿理　備規　る
簿’簿　さ径　研
）支’　れ　　修
が給受　て事　は

　　あをる踏道い手
（1）一ゑ次指ま府て当障

の導え県昼支害
よ監　に　給児
う査昭おこ事福
にの和けれ務祉
策主六るまに手
定眼十監で係当
さ事二査のる及
れ項年結厚指び
た及度果生導特
とびにの省監別
こ着実問及査障
ろ眼施題びに害
で点すを都つ者

　　不簿る施扱蒐い実場要が困当
、1）二備によ機細　て施合が担難す手
　　が記う関則な積機娃あ当なる当整
正障な載指に及霞極関　資す場こ支備
当害いす導つび　的内県　る合と給さ
な程よべすい備事に部本ま等にが事れ
診霧うきるて付務行で庁喉の嬉望務て
断認指所と嬢帳分うの研　対　ま犠い
書竃導要と　簿掌よ研修新応経し　る
にのす事も早が規う修へ任を験い極か
よ適る項候急未軽指ののの考をカ！力ゆ
り正こに　に整　導実参担慮有　専
障化くつ備整備事す施加当すすこ任
害　　い付備な務るに及者るるれで
程　　て帳す実取こつびの必者が担

　　　後るのと易こ事にとな
　　　まの発かにれ項掲しい
　　　でで生餐行らでげて現

　　　確い考不も監もしの防
　　　認てえ祥あ査すた各止
　　　を’ら事るがる重事対
　　　行最れ件こ安と点項策

　　　た果査を県適点つ　い
　　　い的指適（正をい以必
　　　　な摘宜市な十て上要

勲華鰻撃鍵醤
　　　　査をる情図柔き度を
　　　　の参等にる　たの行

騰別

実考’応た社カミ指う
施にさじ較会　導こ
にしら必　福こ監と
努つに要各祉れ査P
め？娃な都施ら方
ら　r事道設の針
れ効監項府の諸に

き協定疑る見あ度必こ“手“適いが定るの務
必議が義こをるが要とを当障正な到の窺に所
要さ困をζ求場医がに十の害ない来者　つに
な煙難生　め合学あ留分障児認角しに　いお

定道関程う等判　のと基びる
結府に度よ専断①徹も準特た障　　（5〉　　（4）　　　（5）　　　（2）
果県おのう門が　底候に別め害放定　議困　る意と　りわい　て第度
に本い認指医必障を　つ障に程置の有し難福魂見す医認ら障診い二を
基庁て定導の要害図次い害岐度し時期てな祉　をる学定ず害断るに定
づに認にす意で程るのて者　のて期認いも事　求も的を身の書力1該め

翫鍬藻駒鰭擁纏
を庁合実’定嘱専　てす度手確
講のは施障を託門　指る認当保
ず判都機害行医的　導と定及す

てつ
いい
るて
の再
に認

てい
本て
庁認
に定
協が

めの’行体程の
てに専つ障度省
認つ門て害で略
定い的い者あが
をて判な手る認
行嘱断い帳にめ
っ託を独等もら
て医必　にかれ
いの要　よかな

当る
す政
る令
か別
否表
か第
判一
定及
しび

状当得も第
況　）　力書　、　一　障　　　　　　（5）　　　　　（4〉　　　（5）

届と一所及害分と　る控　図
の支定得びのとす所角除社つ税

査の所のすr
にで得結る政
際制果場令
し所限　合別
て得該所で表

記給額状第程しべ得
載停を況二度てき制
内止超届一をいと限
容とえのに定なこ該
のなる審該めいろ当
審る（査当る角誤者

つは
て支
却給
下停
処止

的控
確除
に及
行び
つ障
て害
い者

の会て務
適保い官
用険る公
を料力！署

と
の

連
携
を
十
分

　　　　　　　　徹認とつす　るる
　　　（2）　　　（1）三底定といる②よと
窺つ給　行要つ　　を通もてた　うと
　いし手つにい障所図知鰻は較障指も
　てた当て応て害得る書　期　害導に
　周場受いじ年年審こに再聞症程す制
　知合給る関金金査菟付認を状度る度
　徹の中級係証等の　記定定がのこの

底届障
を出害
図義年
つ務金
て履等
い行を
るに受

機書の適
関の受正
へ確給化
の認の
照ま有
会た無
を必に

る必て定定
よ要再しの
うで認な適
指あ定い正
導るす者を
の旨るに期

すがめ固認く統
的
運
用
を
図
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　　　　　　　　　　　　　（1）1、
キ　　 カ　オ　　エウ　イ　ア
　いた　が　こに　　を　地　理法
監な一監過施れ定理理超施域理事人
事い人事半設らめ事事え設代事及関
が場はの数ののるの長て長表のび係
施合社うを整者人うのい等及構監
設
の

整

備

運
営
と

密
接
に

関
連
す
る
業
務
を

行

会ち占蹟が数菓職る施び成事
福一め　含を　務場設施にの
祉人て運ま超親代合の設社構
事嫉い営れえ族理
業　るとててそ者
に財場密いいのが
知務合接るる他指
識諸
経表
験等
をを
有監
す査
るし
者得
とる
な煮
つ

てま

に場場特名
関合合別さ
連
す
る

業
務
を

行

つ

理
事

’のれ
ま関て
た係い
はのな
監あい
事る場
の者合
うが
ち定
に款

職の会成
員代福に
で表祉つ
あ者事い
るが業て
理参に
事画知
がし識
理て経
事い験
総なを
数い有
の場す
1含る
／　養5

O
○　　○ ○

○ O　O

睡

査

指

摘

事

鯉

文

口

頭

指
摘
方
法

社
会
福
祉
施
設
等
の

監
査
指
摘
基
準

別
紙

　　行間八指等把は
（1）四う）月導関握’
　　よの十す係’扶
手手う所一る機諸養
当当併得日こ関控義
の支せ状かと言と除務
支払て況ら　十の者

羅鞭醗蘇難
が適る査十定をつ・
円正こも日時図い所
滑化屯同ま（るて得
な　　様で毎よ税額
方にの年う務の

　　　　（5）　　（2〉
れ請又請　支旬　法
て求は求未払に手で
い書戸者支い設当あ
るに籍で払が定のる
カ！基謄あ手行さ支力1
　づ本る当われ払
　きにかにれ　日
　支よどつて設が
　払りういい定支
　い確かてる日払
　が認住正熱ど月
　行R民当　おの
　わ　票な　り初

　　　　　（2）カ　　オ　　エ　　　ウ　　イ　ァ　　　　サ　　　コ　　ケ　　ク
て　　し　　頻　　し　　　理承　　れ　　合　　な　　う

金い予て常繁理議理理事諾理て理　　理い理者
銭る莫い時に事決事事会書事い事　　事場事で
の場　　な欠行のさ会会等　’及な及　　及合及あ 一
借合決い席わ議れ開のの履びいび　　ぴ　　ぴる 臨

皿

入　　莫理㎏れ決て催開運歴監場監　　監　　監場
等　　　事　　て権い要催営書事合事　　事　　事合
理　　事が法いのる件がに）σ）　　の　　の　　の 査

事　　業い人る委場が低つの選　　選　　選　　欠
会　　計るの場任合満調い整任　　任　　任　　員
の　　画場運合及　　たなて備関　　手　　が　　補 指

要　　等合営　　び　　さ場　　が係　　続　　任　　充
議　　審　　に　　書　　れ合　　不書　　が　　期　　が
決　　議　　長　　面　　な　　　　十類　　定　　終　　長

摘

事　　の　　期　　に　　い　　　　分（　　款　　了　　期
項　　時　　に　　よ　　ま　　　　な理　　の　　後　　に 事
が　　期　　わ　　る　　ま　　　場事　　定　　に　　わ
適　　が　　た　　議　　　’　　　合会　　め　　行　　た
正　　著　　つ　　事　　理　　　　　議　　に　　わ　　り 例
に　　し　　て　　へ　　事　　　　　事　　従　　れ　　行 一

議　　く　　何　　の　　会　　　　　録　　っ　　て　　わ
決　　遅　　ら　　参　　を　　　　　　　　　て　　い　　れ
さ　　延　　寄　　加　　開　　　　　就　　行　　る　　て
れ　　し　　与　　が　　催　　　　　任　　わ　　場　　い

0　　0　　0　　0　　0　　　　　　　0　　　　0 文
漁 指
同 摘

0　　　0　　　　　0 口
頭

方
法

い当払う当受
なと日指の給手　㈲
い認墜導円者当に
実め　す滑のの行過
施る支るな便支わ誤
機日払こ支宜払れ調
関と月く払等方て整
にしの　いを法いの
対’初まが十はる事

ll瀞ゼ1
にて適支よ手廣　正

査適道適及点つ　是
の宜府正びをい以正
実追県な特十て共す
施加の運別分述　る
にす実営障踏べ今よ
努る情を害まて年う
め等に確者えき度指
ら’応保手’たの導
れ効じす当障輝指す
た果必る等害　導る
い的要た支児こ監こ
　なな齢給福れ査ζ
　指事　制祉ら方
　導項各度手の針
　監を都の当諸に
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いあず て　　な資 （

　　　　　㈲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
ウ　　　イ　　　ァ　　　　ク　　　キ　　　カ　オ　　　　　　エ　ウ　　　イ　　　　ア　　　　　　ク　キ

　で　　て　　そに　　致　　な　　　　関　　認　　　　て　　はき　　定1解い　　　て

借あ資い借の行代の不い基基す（を基定い定口が定款怠な決議い
入り金な地他わ表場動場本本るた得本款な款頭行款等がい算事な

書鵬繕饗讐合罐鑓羅舗縢論総囎馨繍
つがが合い　　いび　　帳　　にに一　　分に載合め）て容務ら（に録合
　　　　　　　　　　編根にrしつさ ら いに手れ計つ　’

一
睡
皿
査

てるさ
償場ん

地　　い産
上　　場総

土
地

入抵よ補　’いれ
す当り助まてて

れ
て

な変続る数き保
い更き場の　’存

還合で
財　　借
源　　入
難　　金
の　　が
た　　事

権　　合額
ま　　　等
た　　　登
は　　　記
賃　　　事
借　　　項

建
物
面
積
）

べ権承金た厚い
きが認等は生な
不設をに担大い
動定得係保臣事
産さてるにま業
がれい予供たを

い
る
事
業
が
長

場が　　合不監が
合あ　　は突事適
（る　　文合に正
但に　　齋等よに
しも　　指がる行
’か　　摘あ十わ

指
摘
事め　　業 権　　　　の と 定てる算しは実 期 軽か　　）り分れ

に　　規 が　　　変 豫
旦 款い場のて都施 に 微わ　　　　’なて

1運　模 設　　　更 記 にる合執い道し わ なら　　　明監い 例
常　　に
的　　比

爽　　手
　　　続

簿
謄

記場は行る府て
載合口の場県い

た
つ

変或　　ら査な
更　　　　　かがい

一

に　　し 登　　　　き 本 さ　　頭適合知る て にそ　　　な行場
施　　て 記　　　　が が れ　　指正　　事場 行 つの　　　監わ合
設　　過
会　　大

さ　　　適
れ　　　正

不
一

て　　摘化　　の合
い　　）に　　承

わ
れ

い手　　　事れ
て続　　　のて

O　　O ○ ○○　　　　○○ ○ ○ 文
書

指
摘

O ○ OO 口
頭

方
法

員与　のう及係簿勤不事録が規機る重たが管
に規定額餐びに　務備 噴及未程能た要し無理
他程期に　職つ給実ながび整（しめなて資に
のと昇比学員い与態場な運備管てに職い格つ
職著給し歴のて台と合い営及理い不種るまい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の2、
（ウ）（イ）　（ア）キカオエウ　イア　 カオエ　ま　高体　　　　付　　規　部占　支　施施存　る　多　ま計
一た初給職施給（職基特人程各牽め施障施設設が財場役額社たあ
部は任与員設与出員準別事等種制て設を設運関不務合員に会はる
職給績者の長関勤のがな記）諸がいのき長営係適諸　報支福手い

員しが著’給
とく職し経与
均相員く験力！
衡違間上年
をしの回数施
失て均つ等設
すい衡てが所
るるをい同在
手場失る様地
当合し場なの
が　て合行地
上　い　政方
乗　る　職公
せ　場　の共
し　合　殿団

帳関
　係
源書
泉類
徴が
収不
票整
等合
にの
よ場
る合
確

に管び規な当を場たて
も理実程いな親合は
か記態’と会族
か録と就認計等
わ等遊業め操の
らの離規ら作特
ず整し剰れが別
給備て　る行な
与がい給場わ関
泰不る与合れ係
　十場規　てに
初分合稗　いあ
任な　　　るる
給場　経　等巷
格合　理　内で

兼
務
の

た

め
施

設
の

運
営
管
理
に

正表
な　’

場会
合計
　諸
　帳
　簿
　及
　び
　証
　ひ
　よ
　つ

　類
　の
　整
　備

保

酬出祉形は
規し事を金
程て業振融
がいにり機
なる直出関
く場接し等
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期
的
ま
た
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頻

繁
に

支
出
し
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のる借
な場入
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　　　　　　　　シ　サコケ　ク　　　　 併）　⑳）　（オ）　　に）

　　（イ〉　　（　（ア）　職　　　を　　（②①つ　置　目　率も　て
　災　さ合実防　災員入職事下直へ（P加加い社費斐で期等Q各支
（報必れあ施法避害の所員業回接連　入入て会請常一茉が　種給
但知要てるさ廼難事各者会計つ処絡②資資　福求勤部　適あ諸さ
㎏器ないいれ行訓故種処議画て遇すが格格　祉を医職勤当る手れ
　等消な娃て規練防研理等のい職る認にが　施し師員勉でい当て
軽）鮪い　い則が止修　諸策る員こめ疑あ　設てでに手なはがい
微が設場実て第年対会事会定場がとら義る　職いあ多当い規規る
な機備舎麺も二二策へ務議及合補）れがの　員るる額の場異程場
場能（はに　条回にの処のび　助　たあに　退場にのは合がに合
合し屋口当実第以つ参理開実
はて内頭た施五上い朝の催施
口い消指つ記項実てが水が内
頭な火摘て録）施　低準不容
指い栓）所が
摘状’　轄作
）況非　消成
　に常　防さ
　あべ　署れ
　るノk　へて
　場　　のい
　合自　遮な
　　動　絡い
　　火　が場

さ
れ
て
い

な
い

場

消

　　　　　金
　　　　　の
　　　　　交
　　　　　付
調が十が　要
で低分不　綱
あいな十　に
るに場分　定
場も合な　め
合か　場　る
　か　合　配
　わ　　　置
　ら　　　基
　ず　　　準

場る未　職合も手か
合場加　手　か当に
昼合入　当　かを年
　　者　共　わ支度
祉が済ら給末会　い　制　ずし等
福　る　度　常てに
祉場へ勤い調　　合　の　医る整
医　　　加　師場手
療　　　入　手合当
事　　　状　当　等
業　　　況　の　の
団　　　に　措　名

定定
めめ
らの
れな
てい
いま
てま
も支
手給
当さ
題れ
　て
支い
給る

○ 0　　0　　　0 ○　O　　O
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　　　　　　　（2）
　　　　　　ア
　（ウ）（イ）（ア）入

丞　に　と　入所
記入つ入認入所者
録所い所め所者処
）者て者ら者の遇
がの策のれの処に
不う定処る処遇つ
十ちさ遇場遇方い
分特れ方合に針て
なにて針
場必いを
合要な個
　ない別
　処場に
　遇合策

に

関
す
る

記
録

ケ1

定
す
る

必
要
が
あ
る

者

係に
るつ
各い
種て

議
の

開
催
が
低
調

で
あ

る

宿 二2 5 標

直
交直

替変

直
三
交
替

準
勤
務
体

制 制則 制 制

宿 二2 二 許

直 交直
替変

交
替

容
基

制 制則 制 準

上 重救 身特
記 度護 体別 施
以 身施 障養
外 体設 害護
の 障 者老 設
施 露

隅 療人
設 者 護ホ

更 施1 区

生
援
護
施
設

設ム

分

　ソ　　　　セ　　　　ス
場い合　要く　

㊥（ウ）

合夜な（職職に協労労い
　聞い寮員員も定働働場増消
　勤場母ののかの基基合築防
　務合等健健か締準準　等設
　体は夜康康わ結法法　に備
　制口間診管らあ第関　伴の
　越頭勤断理ずる二係　な自
　　指務がに所い四の　う主
　次摘を一つ要は条手　消点
　の）行年いの労　続　防検
　許　 う間て措働第き　計を
　容職に置基三の画定　基　員全　が準六状　の期
　準にく講監条況見的　体　 つ実　 じ督及に　直に
　制　 い施　 ら署びっ　 し行
　と　てさ　れへ第い　がつ
　な　年れ　ての四て　行て
　つ　二て　い届一　　わい
　て　回い　な出条　　れな
　い　行な　い等に　　てい
　な　つい　場が棊　　い場
　い　て場　含必づ　　な合

O　O ○　　○ 00

○ O

監

査

指

摘『

事
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文
書

口
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指
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法
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施果調指場関を間’も（食当給
設が査摘合係余又管ち有が性食
に金及）（者くは理や毒実を費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ（ケ）　　　（ク）　　　　　（ギ）（ヵ）　　　　　　　　　　信）　　　（エ）　　　　　　　　（ウ）　　　（イ〉　　　（ア）　　　　　　　　け）　　　　　＠）
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